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第一章

甘美な過ち











　キスをして、やわらかく胸のあたりを吸われた。上ずった声を抑えようと、私は左手で口を覆う。

「嫌？　やめようか？」

　小さく首を振って答えれば、柔和な微笑みを浮かべたまま、彼はツンとした頂を口に含んだ。

「んっ……」

「かわいい声、我慢しないで」

　口元に添えていた手をそっと握られ、優しい拘束に身を委ねる。

　さっきまでグラスのステアに絡めていた綺麗な指が、今は私の指を締め付けている。

　自由が許されている右手で、少し癖のある彼の髪に触れたら、どういうわけか愛しくなった。

　私の胸に吸い付いて、大きな手で歪ませるこの男性ひとが欲しい。

　彼の名前は、深水ふかみ久遠くおんさん。七歳年上の三十三歳。

　だけど、それ以外はなにも知らない。




　――春から東京の銀座本店に異動が決まったのは、二週間前のことだった。

　私、相沢あいざわ彩葉いろはが勤務しているのは、総合ブライダル企業「株式会社ＦＯＲＥＶＥＲ」の地方店。挙式に関するすべてのことを取り扱っていて、私はそこでブライダルスタイリストをしている。

　直接店舗を訪れるお客様に、自社の商品を気に入ってもらいつつ、新婦の好みや隠れた魅力を引き出すのが私の仕事。ドレスや小物、アクセサリーの幅広い知識や最新トレンドの情報、そしてセンスが求められる。最近は多様化するお客様のニーズに応える形で、和装の取り扱いも増えてきた。

　特に銀座本店は数ある店舗の中でもドレスの種類が最も豊富で、他店舗ではお目にかかれない高級ブランドドレスも並んでいる。選択の幅が広くなれば、必然的にお客様の要望も複雑化するので、銀座本店に勤務するということは、私がブライダルスタイリストとして大きく成長するチャンスに繋がっているのだ。

　辞令を聞いた時、今までの努力が評価された自分を初めて誇らしく思えた。まだまだ遠いと思っていたキャリアアップの道が開けたと感じ、少し浮かれていたとも思う。

　この喜びを誰よりも理解し、一緒に喜んでくれると思っていた彼氏に、嬉々として連絡を入れた。

　地元企業に勤めている彼とは異動すれば遠距離恋愛になる。だけど、今は仕事を頑張りたいと伝えて、理解し応援してもらいたかった。私ならできるって背中を押してくれると思っていた。

　それなのに、返された言葉は「別れてほしい」だった。

　数カ月前から他の女性と浮気をしていたことや、いつか別れるきっかけが作れないかと思っていたことを淡々と告げられた。

　腹立たしかった。見抜けなかった自分が情けなくて涙も出た。

　だけど、数日散々泣いて落ち込んで過ごすうち、ぽっかりと空いた心の穴を埋め、前向きになるためにも旅に出ようと思い付いた。




　深水さんと出会ったのは、今朝から訪れている京都の街。

　誰かと話したいわけでもないのに、ひとりの夜は寂しくて、どうしようもなくなった私は夕食後に街を散策し、裏路地のお洒落なバーに入った。

　そのカウンター席で隣り合ったのが、彼だった。

　バーテンダーと話しているうちに深水さんも加わって、三人で盛り上がって、いつしか寂しさなんてすっかり消えていた。

　深水さんは、結婚情報誌から飛び出してきたような男性モデル顔負けのスタイルで、話を聞けば、身長は百八十五センチもあるらしい。手足はすらっとしていてスーツがよく似合う、誰もが見惚れてしまうであろう端整な顔をしている。

　バーを出た後、宿泊しているホテルが同じと知り、二軒目に誘われたホテル上階のバーラウンジで酔い、彼の部屋に入り、今に至る――。

「彩葉、俺のこと考えてないでしょ？」

「んっ！　やっ……」

　彼の指が、私の濡れ花を撫で上げた。すでに蜜を滴らせていたそこから、水のような音が聞こえてくる。

「なにを考えていたのか言ってくれたら、もっとよくしてあげる」

　私の両脚の間を陣取り、覆い被さっている彼の指先が焦れったい。

　だけど、その表情はとても優しくて、出会ったばかりの私の心をなぐさめてくれる。

　バーで失恋したと告げたら、気が済むまで付き合うと言ってくれた。深酒しても嫌な顔もせずに抱きしめてくれた。

　どうして深水さんが私を部屋に連れ込んだのか、その理由はわからない。

　彼は前戯もなく闇雲に自分の欲を果たそうともしないし、なんだか彼の愛情のようなものまで感じる。

　まるで、本当の恋人のような――。

「今日のこと、ですっ……」

「後悔しているの？」

　再び首を振って否定すれば、彼は口角を持ち上げてにこっと笑った。

「話してくれたから、約束通り……」

「っ……あっあぁっ！」

　綺麗な指が、私の中をかき混ぜる。襞を擦り、彼の指が弱点を攻めてくる。

「ここ、好き？　どこがいいのか教えて」

「好きっ……」

　私の嬌声と溢れ出ている蜜の音が部屋に響く。それはとても卑猥なのに甘美で、背徳的な欲の導火線に火を点ける。

「あっ、やっ……あぁっ！」

　身体を弓なりにしならせ、あっという間に達してしまった身体が細かく震える。それでも彼は攻めたてる指を止めてくれない。

「深水さ、んっ……ダメっ……」

「かわいい」

　ふっと目尻を下げて微笑みかけられ、私の胸の奥が爆ぜた。

　出会ってからの数時間、彼はずっと私を褒めて甘やかしてくれる。

　話していて和むと言われたり、会ったばかりでこんなに楽しく過ごせるかわいい子は初めてだと打ち明けられたり……。

　だけど、私は彼が言うような容姿ではないし、自慢できるところもない。

　新幹線が通る駅前こそ栄えているものの、少し離れれば住宅地や田畑が広がる地方都市で生まれ育った、幸せな恋や結婚に憧れを持つ、ごく普通の二十六歳。

　背丈は百六十センチで顔立ちも人並み。望まぬ発達をしたＦカップの胸がコンプレックスで、薄着を強いられる夏は苦手。誰かに告白したこともないし、恋人は振られた彼氏だけ。そもそも奥手な私は、こんなふうに出会ったばかりの男性に甘やかされたこともない。

　だから、深水さんのリップサービスに酔わされているのは分かっている。

　私を甘やかし、慰めを厭わない彼は、今なにを思っているのだろう。

「あっ……」

「これ以上は、ね？」

　不意に、彼が指を抜いた。部屋の明かりの下、ほんの少し意地悪な顔で、指に絡まった甘蜜を舐めている。快感を求める身体を疼かせながら、私は両膝を擦り合わせた。

「深水さん……」

　妖艶な笑みを浮かべる彼に手を伸ばす。

　こんな夜は、最初で最後。

　優しいキスを受け入れながら、どうしようもない自分を許す。

　深水さんが優しくしてくれるのは、行きずりの相手だから。私が彼を求めているのは、傷ついた心を癒やされたいから。

　利害が一致した二人の間に愛情なんてない。だけど、偽物でいいから愛が欲しい。

　こんなはしたない私は、きっと私じゃない。

　――だから、今夜だけ。

　出会ったばかりの人と一夜を共にする理由を、吐息の合間に探し続けた。

「彩葉……やっぱりセックスしよう」

「うん……」

　同意を得た彼が、手早く避妊具を付けた熱杭の先を蜜口にあてがった。

「もう止めてあげられないけど、いいね？」

　ぐちゅぐちゅと音を立てながら、入り口が広げられる。そして返事を待たずして、遠慮なく侵入してくる。

「あっ……うっ、ああっ」

　これまで経験のない圧倒的な質量に目を見開いた。

　壊れちゃう。どうにかなりそう。

　不安がよぎる間、熱杭が奥の奥までずんずん突き進んでくる。お腹が彼のもので満たされていく感覚で、身体の芯から蕩けてしまいそうだ。

「ダメっ……もう苦しい……っ」

「ちょっと我慢して。すぐによくしてあげるから」

　直後、最奥に当たった。初めての快感で身体の自制が利かない。意図せずきつく絞りあげてしまう。

「全部入った。……彩葉のナカ、狭くてすごく気持ちいいけど、そんなに締めつけないで」

　じんわりと汗をかいた額に貼りついた髪を払って、額にキスがひとつ落とされる。

　締めつけないでと言われてもどうしていいのか分からず、浅い呼吸を繰り返した。

「大丈夫だから、ゆっくり深呼吸してごらん。吸って、吐いて……」

　言われた通りに呼吸を繰り返す。そして見下ろしてくる満足そうな瞳に、偽物の愛を探し求める。

「そうそう、上手。……じゃあ、動くよ」

「あっ、あんっ、やっ」

　緩やかな律動だけで、気をやってしまいそう。それほどに彼のものは雄々しくて、どう考えても私の身体には大きすぎるのに、この快感をもっと味わいたいと蜜壺が引きこんでいく。

　舌を絡めてキスをして、吐息を混ぜあっているうちに、彼も腰を打ちつけて思うままに乱れはじめて。

「んあっ、あっ……ああっ!!」

　次第に、部屋の景色がグチャグチャに混ざるほど激しく揺らされるようになった。

　弾む胸は鷲掴みにされ、寒桜の赤に似たキスの痕が両方にひとつずつ残された。

「……うっ……はぁっ」

　切なげな皺を眉間に寄せ、吐息と共に快感を漏らす彼が愛しい。

　その後、記憶が断片的になるほど幾度も達し、穿たれ続け、声が掠れるまで喘いで求め合った。

　どうか、失くした恋の痛みが消え去ってくれるようにと願いながら――。

　しばらくして目覚めると、隣で深水さんが眠っていた。点いたままの間接照明の中、ひときわ美しいその寝顔に思わず見惚れる。

　ベッドの傍らにあるランプの下には、避妊具の箱が置かれたまま。封を切った個包装が四つもあって、途切れ途切れの記憶に青ざめる。

　時刻は六時過ぎ。二月の早朝は肌寒い。彼を起こさないようにそっとベッドを抜け出し、床に散らばっている服を気怠い身体に纏う。

　失態の夜に、甘酸っぱい朝は似合わない。ふと横目に見れば、大量のティッシュと空っぽのペットボトルが捨てられているゴミ箱があった。

　深水さんはなにも悪くない。私のことなんて忘れてほしい。

「ごめんなさい。……さようなら」

　深水さんと会うことは、きっと二度とないだろう。そうであってほしい。

　目覚めた彼と、なにごともなかったように顔を合わせる余裕なんてないし、昨日のことを切り出された今度こそ立ち直れなくなりそうで、昨夜の自分から逃げるように部屋を出た。







　――三月。少しだけ暖かくなってきたけれど、朝晩の冷え込みは冬と変わらない。

　異動前に新居を探しておかなくてはならず、生まれて初めて東京を訪れた。

　東海道新幹線を降りてから、迷路のような構内で右往左往する。二泊分の荷物を詰めたリュックを背負って案内通りに歩いても目的の地下鉄の乗り場には辿りつかず、縦横無尽に行き交う人とぶつかって謝ってばかりだ。

　大勢いるスーツ姿の男性に深水さんの姿を重ねてしまい、あの夜をなかったことにするために小さくかぶりを振る。

　あの日、彼は私の名前と年齢しか尋ねなかった。だから、私もそうした。唯一、あの夜で褒められるところはそれくらいだろう。これで居場所を特定されることもないのだから。

　幸せそうに旅行へ出かける恋人同士の姿は、未だ失恋を思い出させる。

　地元の友人は早婚で、子どもを授かり幸せそうにしている。私だって、元彼といつかは幸せになるものだと思っていた。交際して三年、二十六歳になったら一層現実味を帯びてきていた。彼だって、二十代のうちに結婚できたらいいと言っていたし、そのつもりでいたから交際を続けていたはずで……。

　親にはまだ、別れたことを話していない。授かり婚でもなんでもいいから早く相手を見つけるようにと急かされそうだし、見合いの席まで用意しかねない。

　もう終わった恋にしがみつくつもりはない。だけど、京都の夜のような不埒な経験はするものじゃないだろう。

　次の恋は、幸せになれる最後の恋にしようと心に決めた。










第二章

消せない過去の後味











　四月。新天地での生活が始まった。

　地元店での引き継ぎを滞りなく済ませた私は、銀座本店に出勤した。本店特別仕様のブラックスーツや、胸元を飾るネームプレートに心が躍る。

　ここは、ビル一棟が店舗になっており、階によってサロンが分かれているのが大きな特徴だ。

　結婚指輪を扱うジュエリーショップが一階にあり、ドレスやタキシードなど婚礼衣装は二階。引き出物やウェディングケーキの打ち合わせは三階で、テーブルなどの会場装飾やフラワーアレンジメントは四階。そして最上階には、実際の式場をイメージした模擬挙式場がある。

　その華やかな内装と取り扱いのドレスの種類は桁違いだし、売り上げもトップを誇る我が社の旗艦店だ。

「いらっしゃいませ」

　丁寧にお辞儀をして、新規のお客様を出迎えた。

　早速、会場や挙式日、時間帯の要望を聞く。新郎新婦のハッキリとした顔立ちやスレンダーな体型なども考慮に入れながら、最高の一着を決めるお手伝いをするこの時間は、この仕事の醍醐味だ。

「そういえば、あの子は式に呼ぶの？」

「あの子？」

「ほら、会社の上司といろいろあった、あの子」

「ううん。呼ばない。不倫中の子は遠慮させてもらう」

「だよなぁ。節操なしを許すみたいで、お前が損をすると思ってたんだよ」

「同僚と並んで祝われても、こっちだって反応に困るし」

　新郎がなにげなく切り出した会話は、私の頬を平手打ちするようなものだった。

　不倫ではないにせよ、知り合ったばかりの男性に膝を割るような私に挙式の手伝いなんてされたくないだろうなぁ……。

　ひと通り話を聞いて打ち合わせを進めた。挙式までの間、全力でサポートすると約束し、名刺をお渡しする。お帰りの際は店頭まで出て、笑顔で見送るのがルールだ。

「相沢さん」

「はい」

　ひょこっと隣に立ったのは、先輩社員の瑞穂みずほさんだ。ショートボブが似合う快活な女性で笑顔がよく似合う。

「ランチに行かない？　この辺、まだ馴染みがないって朝礼で話していたから」

「ありがとうございます！　是非」

　優しい先輩もいて、本当にいい職場だと思う。そもそも私がこの会社に就職を決めたのは、企業訪問した時に受けた印象がとてもよかったからだ。

　店舗を出て、賑わう銀座の街を歩く。

「このお店はどう？　人気の漁師丼だって」

「おいしそうですね……。あ、隣のお店はカジュアルフレンチなんですね。いろいろあって目移りしちゃいます」

「あー、そっちもおいしいんだよ。どうしよう、迷っちゃうなぁ。ちょっと見てくるから念のため並んでいてくれる？」

　近隣の飲食店のメニューをチェックしに、瑞穂さんが慣れた様子で歩いていく。すると、行き交う人並みに深水さんに似た人を見つけた。

　しかし、こんな人混みの中、旅先で出会ったあの人に再会する確率は低いはず。まさか、とは思うものの目を合わせるわけにもいかず、漁師丼の看板に視線を落とした。何事もなく過ぎ去ることを願いながら、看板のメニューに見入るふりをする。

「すみません。ちょっといいですか？」

「あ、すみません」

　店頭で邪魔をしているのだろう。看板から少し離れて顔を上げた。

「俺のこと、覚えてる？」

　間違いなく深水さんだ。こんなに整った顔立ちの知り合いは他にいない。優しい声色もスーツを着こなすスタイルの良さも彼に違いない。

「えっと、あの……」

「相沢彩葉さん、ですよね？」

「…………」

「二カ月くらい前、京都で」

「すみません、人違いではないかと」

　言葉を遮って否定したけれど、彼はスーツ姿の私を見て、ただ微笑むばかり。

「そうでしたか。大変失礼しました」

　彼はそれ以上なにも問うことなく、颯爽と去っていった。

「ねぇ、やっぱり漁師丼にしよう」

「あ、はい！　並んでおいてよかったです」

　瑞穂さんが戻ってきて、なにごともなかったように振る舞う。

　深水さんもこのあたりで働いているのかな。それとも、偶然？

　ランチに出るたびにソワソワするのは不本意だし、また出くわした時に上手にごまかせるかも心配だ。

　店に入る前にもう一度彼が去っていったほうを振り返ると、その背中は既に銀座の街に消えていた。




　今日もウェディングサロンは予約で埋まっていて忙しい。

　来る六月のジューンブライドに向けて、最終打ち合わせをするお客様もいれば、急遽挙式を決める方もいて、プランナーを始め、社員は多忙を極めている。この張りつめた空気がお客様に伝わらないように注意を払い、優雅な気持ちでゆっくりと自身の挙式に集中してもらえるように気を配る。

　以前の店舗でも、新年挙式の一月とバレンタイン挙式の二月、ジューンブライドの六月、クリスマス挙式の十二月は毎年多忙だったため慣れているつもりだったけど、銀座本店の忙しさは比にならないものだ。

　夕方は、来客がなければ一階の奥にあるスタッフルームで事務作業をする。担当しているお客様のドレスを確認するために、二階にあるドレスサロンへ階段で向かった。

「それでは、ドレスとのコラボケーキについては、弊社のトップパティシエ監修ということで」

「はい。どうぞよろしくお願いいたします」

　階段を上り終えたところで、ちょうどドレスサロンから話し声が聞こえた。五メートルほど先にあるサロンのドアが開き、マネージャーに見送られるネイビースーツの男性の横顔が見えて立ち止まる。

　――深水さんがどうしてここにいるの？

　驚きが声になりそうで、手のひらで口を覆った。職場で彼と接点を持つわけにはいかないと冷静を取り戻し、階段を数段下りて様子を伺う。

「次回からは担当者も同席させますので、引き続きよろしくお願いいたします」

　どうやら話からして、彼は取引先の人間らしい。いったいどこの企業だろう。

　挨拶を済ませた彼がエレベーターホールへとつま先を向けた。マネージャーの後方で身を潜めている私には気づいていないはず。

「あぁ、そうだ。こちらに異動された方や新入社員の方はいますか？」

「おります。新入社員は、現在本社で研修中でございます。近々御社様へご挨拶に伺わせていただきます」

「ちなみに、相沢さんという女性はいらっしゃいますか？」

　唐突に名指しされ、息をのむ。

「相沢でしたら、下階のドレスサロンを担当しておりますが、お呼びしましょうか？」

「ええ、お願いします」

　踵を返してこちらを向いたマネージャーと目が合った。

「……あら、ちょうどよかった。相沢さん」

　消し去りたい過去を知る由もないマネージャーに声をかけられ、意を決した。先日街で出くわしたけれど、こうなったら私が本人だと認めるほかないだろう。

　階段を上り、マネージャーの隣に背筋を伸ばして立つ。取引先に失礼な態度で接するわけにはいかないのだから。

「深水副社長、弊店のブライダルスタイリストの相沢でございます。この春から弊店異動してきたばかりなのですが、お間違えはありませんか？」

「少し話したいので、相沢さんのお時間をいただいても差し支えはございませんか？」

「ええ、どうぞ。では、私はこちらで失礼いたします」

　空気を読んだつもりか、マネージャーはドレスサロンに戻ってしまった。

　視線を落とす私に向かい、彼が一歩踏み出す。けれど私はその分後ずさる。距離を保ち、目も合わせず、逃れるための方法を考え続けた。

　あの夜の私は、過去に置いてきた。失恋と同じくらい振り返りたくない記憶なのだ。

　求め乱れて、声が掠れるまで喘ぎ、快楽の渦に自ら望んで飛び込んだ私はもういない。偶然会ったからって、今さら蒸し返されたくもない。

「まったく、勝手にいなくなるなんて冷たいにもほどがあるよ」

　じりじりと詰め寄られ、ついに壁に追いやられてしまった。逃げ場を失い、視線だけを逃しつつも諦めがついた。

　再会したからと言って、なにかが変わるわけではない。あの日のことはお互い過去なんだし、それはきっと深水さんも分かってくれているだろう。事の分別くらい、大人の彼なら理解しているはずだ。

「あ、あの、深水さん」

「やっぱり、覚えててくれた」

　再び視線を交わせば、そのまなざしも声色も穏やかで、拍子抜けする。

「……よかったよ。忘れられていたら、どうやって思い出させようかと」

「どうやってって」

「たとえば、このままここで、指とキスだけで快感に落とすとか？　君は少し強引なのが好きみたいだし」

　思い出したくもない夜のことを口にされて、顔が火照ってくる。柔和だった彼の表情も一変して、途端に色気を纏った。

「なっ、なんてことを言うんですか!?」

「あははは。さすがにそんなことはしないけど、代わりにお願いがある」

「……なんでしょう？」

「今夜、一緒に食事でもどうかな」

「すみません、先約がございますので……」

「悪いけど、往生際は人一倍悪いんだ。それに、俺は取引先の副社長だ。さっき打ち合わせた話も白紙にできる。どうするのが賢いか分かるよね？」

　まるで脅すような彼らしくない言い草に驚き、目を見開く。

　ぐっと息をのみ、最良の断り文句を探していると、彼はふっと表情を崩した。

「じゃあ、仕事が終わったら、外で待ってる。先に帰ったりしないでね」

「ちょっと待ってください！」

　無視された私の声がフロアに響く。スーツジャケットの裾をひらりと翻し、彼はエレベーターのドアの向こうに消えた。

　再会するなんて思いもしなかった。この前、偶然街で出くわしたから、もしかしたら近隣で働いているのかもしれないとは思っていたけれど、まさか取引先の重役だなんて……。

　私の記憶は、忘れたいことに限って色濃く残り、楽しかった思い出を上書きしてしまう。

　深水さんと過ごした京都の一夜も、楽しかったのはベッドに入るまでで、それからは後悔ばかりだ。

　だけど、深水さんはどうやら違うようだ。私に覚えていてほしかったと言いたげだった。あの一夜も行きずりの私も、彼にとっては何の意味も持たないはずなのに。

　今さら食事をして、なにを話すつもりだろう。簡単に身体を許した都合のいい女との再会を、彼はどう思っているのだろうか。

　誘いに乗らなかったとしても、私を理由に契約が白紙になることはない。取引先の副社長の彼なら、契約の重さは分かっているはずだからだ。

　だから、なんとかして彼を巻くと決めた。

　待っていると言っていたけれど、社員通用口がある裏手にはいないだろう。いつも取引先が出入りするのは、一般のお客様と同じ正面入り口だ。

　これ以上、消したい過去を増やしたくはない。

　絶対に会うものかと息巻いて、私はドレスの確認を終えて自席に戻り、業務に集中した。




　業務をすべて済ませたのは十九時前。深水さんが帰ってから二時間以上経っている。

　先輩社員や同僚に挨拶をして、ロッカールームで着替えて、社員通用口を出た。春の夜は幾分か風が冷たくて、朝と同じように淡いグリーンのストールを巻く。

　私の退社時刻は知らせなかった。聞かれてもいないし、聞かれたところで未定と答えていただろう。彼が何時に仕事を終わらせるのかさえ、私は知らない。だから、行き違いになったところで責められる筋合いもない。

　とはいえ、念のために足早にビルを離れるに限るだろう。表通りを行き交う人波に紛れてしまえば目立つこともないし、二度も勝手に姿を消したら、彼だって諦めが付くに違いない。

「どこに行くの？」

「ひっ！」

「あははは、そんなお化けを見たような声を出さなくても」

　深水さんが、背後から私の腕を掴んで楽しそうに笑っている。

「お、お疲れ様……です。あの、正面にいらっしゃるかと思ったので、今向かうところだったんですけど」

　咄嗟に言い訳をして、逃亡の策を隠す。この時間、正面入り口はシャッターが下りているし、彼だってどこで待っているかを話してくれなかった。

「そっか。俺から逃げようとしたわけじゃないんだ」

　そういうわけではない、と言いかけて言葉を飲む。昼間のように、路上でビルの壁に追い詰められようものなら、人目を引いてしまうだろう。

「それじゃ、早速行こうか」

　強引に手を引かれ、勢いのままに彼の後を歩く。脚の長い彼とは歩幅に差がありすぎて、小走りになってしまう。彼は途中でそれに気づいて、歩調を合わせてくれた。

　近隣のコインパーキングに停められている黒塗りの外車に近づくと、ウインカーが点滅して解錠のサインを示した。

　さすが副社長ともなると、乗っている車も高級だ。汚れひとつない風格ある佇まいに躊躇する。

「どうぞ」

　緊張して動けずにいる私の背をそっと押した深水さんが、助手席に座るよう促す。頭がぶつからないようにと、ルーフの下に手を添える細やかな心配りはいかにも彼らしい。

　あの夜の妖艶で優しい彼と、昼間の強引すぎる彼と、今目の前にいる彼。どれが本当の深水さんなの？

　スマートなエスコートにさえ今夜は後悔ばかりがつきまといそうで、心の中で小さくため息をついた。




　汐留の一流ホテルの空気感に圧倒され、緊張のあまり喉がカラカラだ。

　シャンデリアで飾られた高い天井、ピアノの生演奏が聞こえるロビー、艶々に磨かれた総大理石の床、都会的なアレンジの花々と高価そうな花瓶。どれもが非日常的で、目が泳いでしまう。

「こんばんは、深水様」

　常連なのだろうか。顔を認識されている深水さんと、明らかにこの場に馴染まない私を、コンシェルジュは丁寧に出迎えてくれた。

「大丈夫？　緊張してる？」

「だ、大丈夫、です」

　ホテルの格だけでなく深水さんと再会したこと、そして出会いの夜とよく似たこの状況に動揺が隠せないけれど、必死で平静を装う。

　あの日のことを忘れたいから。彼にも忘れてほしいから。

　どうしてあの夜、あんなことをしてしまったのだろう……。普通に飲んで、おとなしく部屋に帰ればよかったのに。後悔先に立たずとは、まさにこのことだ。

　館内のフレンチレストランに入り、案内された席に着く。高級フレンチに構えてしまうけれど、仕事柄マナーは身についている。でも、せっかくならもっと気軽に食事を楽しみたかった気もする。

「さっきから思ってたんだけど、後悔してるでしょ？」

「えっ!?」

「ため息ついたり、視線を落としたり。そんなに俺に会いたくなかった？」

「そう……ですね」

　違うなんて嘘はつけなくて正直に言うと、彼は上品に微笑み返してきた。

「本当、素直だよね。そういうところ、いいと思うよ」

　怪訝な顔をされるとばかり思っていたので、意外な反応にきょとんとしてしまった。

　深水さんにオーダーを任せ、食前酒のシャンパンをいただく。

「それにしても、世間って狭いものだなぁ」

「私の台詞です。まさか深水さんが取引先の方だったなんて」

　彼は〝株式会社プレティモ〟の代表取締役副社長を務めていると明かしてくれた。

　プレティモはこの数年、うちの会社が良好な関係を続けている老舗洋菓子店だ。地方店ではウェディングケーキを発注する程度の関わりだったけれど、銀座本店ともなるといろいろな企画を提案しあっている。

「取引先の男とは、寝たくなかったか」

「もっ、もちろんです。深水さんだって、私のことを知っていたら、あんなこと」

「別に、俺は気にしてないよ。君がＦＯＲＥＶＥＲの社員だって話してくれていたとしても、同じように抱いたはずだし」

「だ、抱いたって」

「そんな赤くならなくても。もうお互い大人なんだから」

　グラスを傾ける彼の指に目が留まった。

　この指で乱されたのだ。すごく綺麗で見惚れていたから、余計に感じてしまって……。

「なに？　どうしたの？」

「あっ、いえ。なんでもないです」

　あの夜のことを思いだしてしまったなんて、とても言えるはずがない。ごまかしてグラスに口を付ける。

「今夜は、もう少し君のことを知りたくて誘ったんだよ」

「それは……私も。深水さんのことを知りたいです」

　同意すると、彼は綺麗な笑みを浮かべた。本当に、仕草や表情の一々が絵になる人だ。

　今夜、一緒に過ごしているのは不本意だけど、深水さんの人となりをもう少し知れたら、妙な緊張や後悔も少しはマシになる気がした。

　サーブされる料理を順に口に運ぶ。春野菜のスープは素材の味が生かされていて、さっぱりとしていておいしい。

　食事をしながら、先に深水さんが自身のことをさらに打ち明けてくれた。

　恋人もおらず、日々仕事ばかりしていること。私と出会った京都には、出張で来ていたこと。再会した時、私がブラックスーツの制服を着ていたので、ＦＯＲＥＶＥＲの社員と分かったこと。

　そして、プレティモの社長は彼の父親で、いずれ後継することも……。

　後を継ぐことが決まっているのなら、結婚を意識していてもおかしくない。今は恋人がいなくても、過去に一度くらいは考えたことはあったはず。

「今まで結婚しようと思ったことはないんですか？」

「いつかはと思っているよ。でも、仕事が忙しくて現実的じゃなかったし、単に家柄と金銭面に惹かれて近づいてくる人ばかりで、なかなかそういう機会にも恵まれないでいたんだ。親は見合いさせようとするけど、俺はごく自然な縁を大切にしたいし……」

「縁、ですか」

「そう。洋菓子店には、いろんな想いで来店する人がいるんだよ。自分へのご褒美、誰かへのプレゼント、見舞いの手土産、奥さんや恋人との仲直り。理由はどうあれ、その人と店はなにかの縁で結ばれているんじゃないかと思ってね。人と知り合うのも、作為的ではない縁ってあるでしょう？」

「そうですね。私も、担当させていただくすべてのお客様との出会いを大切にしたいと思っています。うちの会社を選んでくださったのも何かのご縁ですし」

「俺はね、結婚する人とはそういう甘い出会いが必要だと思っている。だから、一生に一度の出会いは、絶対に逃さない」

　やっぱり彼は悪い人ではなさそうだ。仕事に対しても人に対しても、まじめで誠実な心を持っている。

　京都で抱かれた時、なんとなく感じていた愛情のようなものは、人との出会いや縁を大切にする彼の人柄だったのかもしれない。

　しかし、取引先の重役と身体の関係があるのは問題だろう。

　それに、彼の話を聞けば聞くほど、不安がより強くなった。不埒な夜を経験した私に、今後もこの仕事に携わり続ける資格があるのか考えてしまうのだ。

　私の仕事は、素晴らしい縁で結ばれた二人の門出をより輝かしいものにするためのお手伝い。お客様には無関係とはいえ、実際は失恋の傷心を癒やしたいからと、出会ったばかりの男性に身体を許したなんて褒められたことではない。

「……って、いきなりこんな話をされても困るよね」

「いえ、そんなことは」

「俺たちのことは、誰にも話さないから安心して」

「はい。私も口外しません」

　これは、取引先同士の一種の契約。今夜、彼はきっとこの約束をするために、私を連れ出したのだろう。

　だけど、やっぱり気持ちが浮かないのは事実だ。

　あんな夜を過ごして後悔したくせに、誘われればこうしてまた二人きりで食事をしているなんて、やっぱり普通じゃないと思う。

「急に黙り込んでどうしたの？　なにか心配ごとでもある？」

「あの……実は、ちょっと仕事で悩んでいたので」

　数日前からの悩みを、それとなく彼に打ち明ける。あの夜のことは、深水さんと私だけが共有できることで、上司にすら相談できずにいたのだ。

「――人それぞれ、いろんなことを抱えているものだよ。君が担当するお客さんも、もしかしたら略奪愛の末の結婚かもしれないし、再婚だって今の時代じゃ珍しくもないでしょ？　君は間違ったことをしたと思っているみたいだけど、あの日俺を必要としてくれたことに正解も間違いもないはずだよ。ある意味、運命というか」

「運命、ですか……」

　打ち明ける間、黙って聞いていた彼は否定も肯定もせず、ロマンティックな答えをくれた。

「順番はちょっと間違えているかもしれないけど、だからってそれを人に咎められるのも違うと思うんだ。これは俺たち二人の問題で、今のところ誰にも迷惑をかけていない」

「それは、そうですね」

「恋愛くらい、自由でいいと思うよ。お互い未婚なんだし」

　彼の考え方はシンプルで、どこか自信に溢れている。頼りがいを感じる物言いに、失恋でぽっかり空いた心がふわりと軽くなった気がした。

「食後のスイーツも食べたことだし、そろそろ店を出ようか」

「はい」

　腕時計を見れば、二時間ほど話しこんでいたようだ。

　カードで支払いを済ませた彼にお礼を言って、その背に続く。

　このままホテルを出るのだと思っていたのに、彼は上階行きのエレベーターに乗り込んだ。私も躊躇しつつ、他の利用客に流されるように彼の隣に立った。

　階数表示の数字が客室階に差しかかった。

　このまま、二度目の夜を共にするのではと、こっそり深水さんを見上げたら、目が合って動揺を隠せなくなった。

　――まさか、本当にそのつもりなの？

　でも、彼は片手を握って口元に添え、声を抑えて苦笑している。そんなことはしないよ、と言われたみたいで、一人恥ずかしくなって俯いた。

　エレベーターを降りた先に広がっていたのは、最上階にあるバーラウンジだった。

「わぁ！　すごい！　綺麗……」

　所狭しと煌めく夜景が視界いっぱいに広がっていて、うっとりする。思わず感嘆の声が出てしまった。田舎者はこれだから、と居合わせた利用客に思われたかもしれない。

　ハッとして彼を見遣ると、深水さんは嬉しそうだ。

　窓側の席に通され、向かい合ってテーブルを挟んだ。ハイスツールは床まで足が届かないのに、彼は余裕で脚を組んでいて様になる。

「君って、純粋なところがあるよね」

　窓の向こうに広がる夜景に夢中になっていると、彼が切り出した。

「そうですか？」

「今までデートをした相手は、そんな感じじゃなかったよ。都心の夜景もこういう洒落た店も見慣れてしまったのかもしれないけど、喜んでくれなかったなぁ」

「はしゃいですみません。私、こういうお店は不慣れで……」

　今夜いろいろ話して、あの夜よりもお互いを知って、なにか変わった？

　それとも、やっぱり口止めの契約を結ぶために誘ってくれただけ？

　なにげなく過去の相手の存在を聞かされて、どういうわけか胸の奥がきしむように痛い。

　彼ほどの人なら、過去に恋人がいて当然だ。そんなことは分かっていたはずなのに、胸の奥が反応を示すのは、まるで私が嫉妬しているみたいだと気づいて、慌てて否定する。

　僅かに揺れた心模様を無視して、ロックのブランデーを少しずつ味わう彼をそっと見つめ返す。

「実は、あれからずっと謝りたいと思っていたんだ」

「私に、ですか？」

「うん。先に帰るようなことをしたってことは、少なからず忘れたいと思ったのかもしれないし」

「忘れたいというか、忘れてほしいとは思っていますけど……」

　あんな不埒で乱れた私は、もはや他人と思ってほしいくらいだ。自分でもあんな一面があるなんて知らなかったし、おかげで深水さんのことも忘れられなくて……。

「俺、酷いことをしなかった？　心の傷になるような」

　酷いことをされた覚えはないけれど、ひと晩で四回も求められたと知って、翌朝青ざめたのは事実だ。でも、それだって謝ってほしいなんて思わない。

　彼に首を振って答える。

「さっき話してくれたことも、悩ませてしまっているのは俺のせいでもあるだろうし」

「そ、それは、私の問題ですから。聞いてくださってありがとうございました。ちょっと心が軽くなった気がします。本当に深水さんに謝ってもらうようなことは何一つないのでご安心を……」

　彼はなにも悪くない。酔った私をベッドに押し倒したのも、最終的にセックスしようと言ったのも彼だけど、部屋についていったのは私。最終的に許したのは私なのだから。

　あの夜のことをすべて彼のせいにするような、そんなずるい女にはなりたくない。

　それに、彼のせいにしてしまえば、これからの幸せを掴めない気もする。

「酒の勢いで求めたことも否定しない。だけど、俺は本当に……」

　半端に言葉を切った彼は、視線を逸らして夜景を眺めている。その横顔は、なにか覚悟を決めたようで、私は急かすことなく鮮やかなオレンジ色のミモザを飲んで待つ。

「彩葉ちゃん」

「はい」

　改まって向き直った彼が、私の名前を口にした。

　あの夜は呼び捨てられたはずなのに、今夜の彼は、きちんと距離を守ってくれているのだろう。それがなんだかくすぐったく感じて……。

「次は、いつデートしようか？」

「えっ？」

　これってデートだったの？

　不意を突かれて、目を丸くすると、深水さんはまっすぐに見つめ返してきた。

「あれから、気になる人はできた？　新しい恋はしてるの？」

「いません、けど……」

　正直に答えると、彼はホッとした様子で目を細める。

「本当は、あの日言えばよかったんだけど、君にひと目惚れをしたんだ。ずっと忘れられなかったのは、身体の関係があるからじゃない。君のことはまだこれから知っていくことが多いだろうけど、それでも本気で恋に落ちたんだ」

　火傷しそうな熱い想いを伝えられて、言葉に詰まる。

「……彩葉ちゃんのことが好きだ」

　見つめてくるその瞳は、私の心をギュッと掴んで離してくれそうにない。

「返事は、いつでもいい。あまり長く待てないかもしれないけど、俺を選んでもらえるように頑張るから、またデートしてくれませんか？」

「……わかりました」

　まさかの展開に、胸の奥で鼓動がけたたましく響く。

　疑うつもりはなくとも、あまりにも現実味がない。だけど、甘く微笑むばかりの彼が、私を騙したってメリットはないだろう。

「俺は本気だからね。この出会いを大切にしたいと思ってる」

　人との縁や出会いを大切にし、結婚相手とは甘い出会いを望んでいると話した彼が、まさか私を選ぶなんて……。

　ミモザの味と綺麗な夜景が霞むほど、突然のことに動揺している。だけど、目の前にいる彼は本気だと言っていて……。

　もしかしたら、彼が最後の恋の相手――。




　日付が変わる前に、バーラウンジを出た。階下のロビーに着くなり、一人の男性が立ちあがって、彼に一礼した。身なりや姿勢がいいこの男性は、深水さんよりも年上の雰囲気だ。

「お待ちしておりました」

「すみません、突然お願いして」

「お気遣いなく。お車、表に回してありますので、どうぞ」

　誰なのかと彼に目くばせすると、「うちの運転手」とこっそり教えてくれた。

　重役で御曹司ともなると運転手がいるのかと、マンガやテレビの世界でしか見たことがなかったやりとりに目を丸くした。

「本当、君って……」

「え？　……っ!!」

　なにか変なことがあったかと、彼の声に顔を上げると、不意を突いてキスをされた。

「な、な、なんで」

「かわいかったから、つい」

「答えになってないですよ！」

「さて、家はどこなの？　一人暮らしだよね？」

　はぐらかして笑う彼は、とても楽しそうだ。優しく包まれる私の右手は熱くてたまらない。

　走り出した車窓に映る街並みが輝いて見える。

　後部座席に並んで座る間も、彼は手を離してくれない。自分の右脚に乗せて指を緩く絡め、私の手の甲や指の背をさすって、まるで愛しいものを扱うようにする。

　突然のキスも手つなぎの甘い束縛もあの夜と変わらなくて、忘れようにも忘れられるはずがない。こんなにも身体は彼を覚えている。

　それに、彼のことをもっと知りたいと思うようになった。

　告白されたからではなく、いろいろな話をして彼の人となりを知ったことで純粋な興味が芽生えたのだ。

　でも、まだきっと恋はしていない。最後の恋の相手かもしれないなんて、一瞬脳裏をよぎったけれど、今度こそ慎重にならなくては。

　いくら彼が私を想ってくれているとしても、現実は甘くない。私なんか、深水さんのような人には相応しくないのだ。

　それは、未来永劫、変わることのない現実だと思えてならなかった。










第三章

つま先立ちの恋と向き合って











　五月の連休も多忙の間に過ぎ去り、深水さんと食事をしてから二週間が経った。

　休みは互いに仕事で、彼と予定は合わずじまいだった。だけど、ほぼ毎日のように深水さんは連絡をくれた。

　朝、仕事前に「今日も頑張ろう」とメッセージをくれたり、彼の仕事が終わってから電話をかけてきて「早く会いたいけど、なかなか予定がつかなくて」と寂しい気持ちをストレートにぶつけてきてくれたり、私の毎日に彼がいるようになった。

　マネージャーの前で引き留めたことも気にしてくれていて、「ドレスのことで異動前に一度会ったことがあると、ごまかすしかなかった」と話したら、「特別な人って言ってくれてよかったのに」と言われて、ひとり頬を火照らせたこともある。

　そうして日々を暮らしていくうちに、彼の見方が変わってきたように思う。

　生活時間が合わなかったり、女性の影を疑うような派手な交友があったりすると思っていたけれど、彼はいつでも私だけを見ていると伝わってきた。絶対に多忙な日々を送っているはずなのに、その日の出来事を話してくれたり、外出先で見た綺麗な景色を写真に撮って共有してくれたり……。

　彼には裏表がなく、想いが本物だと信じてもらおうとする言動が嬉しかった。

　――そして今日は、二度目のデート。梅雨入りしたけれど、運よく晴れてくれた。

　仕事柄、限られている週末の休みに、深水さんが予定を合わせてくれたのだ。

　数日前に約束をしてから服装を考え、お肌の調子を整えるために早寝早起きを心がけ、パックも欠かさなかった。

　この前のような上品なお店で浮かないように、いつもより少し気合いを入れた服装で彼の到着を待つ。

　パステルイエローのアンサンブルニットは、カーディガンを肩掛けに。淡いブルーのプリーツスカートは、膝丈の女性らしさが気に入っている。二着とも、異動後に雑誌で見ていた憧れのショップで買ったものだ。かといって、職場では制服に着替えるので、なかなか袖を通す機会もなく、今日ようやく出番を迎えた。

「お待たせしました」

　到着の連絡を受けてマンションから出ると、目の前の道路に彼がいた。後ろにある白いセダンは、きっと自家用車なのだろう。

　デニムと白シャツのシンプルな格好なのに、とても洒落ている。まくってある袖口からはブルー系の小花柄が見えた。

「食事は済ませた？」

「いえ、まだです」

「じゃあ、知り合いの店に行こう。とてもおいしいハンバーガーのお店」

「ハンバーガー？」

「嫌い？」

「いえ、好きです。深水さんがハンバーガーを食べるのが意外で」

　一流料亭やホテルのレストラン、雑誌に載るような人気店。そういうお店が彼には似合うし、実際にこの前だってホテルで食事をした。

「そう？　結構ジャンクフードも好きなんだよ。手軽だし、マナーも気にせず豪快にかぶりつけるでしょ？」

　話しながらも、深水さんは今日も助手席にエスコートしてくれた。

　運転席に乗り込み、ハンドルを握る彼の横顔からはハンバーガーを頬張る姿が想像できない。

「なんだか今日は印象が違うね。制服の印象が強いからかもしれないけど」

「やっぱり似合ってないですか？　モノトーンの方が私らしいのかな……」

「そんなことないよ。すごくかわいくて俺は好きだな」

「私にはちょっとお洒落すぎましたよね？」

　褒められた嬉しさで、頬が緩む。もっと素直に喜べばいいのかもしれないけど、自信がないから、つい謙遜してしまった。

　赤信号で車が停まった。

　すると、助手席で俯いている私の髪に彼の手が触れ、驚いて顔を上げる。

「どうしてそんなこと言うかなぁ」

　にっこりと微笑む深水さんと目が合った。

「彩葉ちゃんはなにを着ても似合うと思うし、肌も白くて服が映えるんだよ。だから、制服のブラックスーツも、そういうかわいい格好も百点！」

「か、かわいくなんかないです！　私なんて普通ですよ、普通」

　いきなりなにを言うのかと、動揺して熱くなった頬を手のひらで扇ぐ。

　私をかわいいと思うなんて、深水さんは高望みしない謙虚な人なのだろう。それに、彼には都会で働く綺麗な女性のほうが似合うと思うし、そういう女性に言い寄られているだろうし……。

「俺にとっては、特別にかわいい最高の女性は君だよ」

　彼がなにを言おうと、私は相応しくないと分かっているのに、ドキドキして耳の先まで熱くなってくる。

　信号が変わって、運転をする彼の横顔を盗み見たら、冗談で言っているようではなさそうで、なかなか頬の火照りが収まらなかった。

　表参道のハンバーガー店に着いたのは、十三時過ぎ。賑わっている店内ではなく、表のテラス席に案内された。

　屋根の下は日差しが穏やかで、そよ風が心地いい。裏通りにあるので車の交通量も比較的少なく、散歩をする人のほうが多く見受けられた。

　深水さんの大学時代の学友がオーナーを務めるこのお店は、西海岸風の内装やメニューまですべてにこだわりが感じられる。深水さんは、挨拶に顔を出してくれたオーナーさんに、私のことを友達と紹介してくれた。

「深水さんってお友達が多そうですね」

「おかげ様で、友人には恵まれている方だと思うよ。でも、お互いに心から信頼できる相手は少ないなぁ」

「そうなんですか？」

「社会人になってからは、仕事絡みの友達が大半だからね」

「私も、地元に帰れば友達がいるけど、こっちにはまだ一人もいません」

「俺は？」

「あっ！　ご、ごめんなさい」

　彼は私を友達と紹介してくれたのに。なんて失礼なことを言ってしまったんだろう。

　だけど、ことあるごとに甘い言葉を聞かされて、この前は告白までされてしまったので、友達と一緒にいるなんて思えないのが本音だ。

　いったい、私たちはどんな関係なんだろう。

「そんなに悩まなくても、今は友達以上恋人未満でいいよ」

「友達以上、なんですか？」

「そりゃそうだよ。俺たちはそういう順番が逆だし」

「あっ」

　言われて思い出した京都の夜。アイスティーを飲んでごまかす私に、彼は小さく微笑みかけるだけで、それ以上は言わなかった。

　そして、豪快にハンバーガーにかぶりつく彼に一層親しみを感じた。

　お店を出てからは近隣を散歩することになり、初めて表参道の街を歩く。

　雑誌やテレビで見た景色が広がっていて、なにもかもがハイセンスだ。休日に出かけることもできたけれど、友達もいないのでなんとなく気が進まず、自宅でドレスのコーディネートを考えたり、結婚情報誌や小説を読んだりして過ごしていた。休みの日まで仕事をしているようだけど、全く苦ではなかったのが救いだったと思う。

　途中の店で深水さんはスーツを新調して、私にまで制服に似合う五センチヒールの黒いパンプスを買ってくれた。

　プレゼントをしてもらうような仲ではないし、記念日でもないからと遠慮したのに、彼は初デートの記念と言って譲らず、ありがたく受け取ることにした。

　新しい靴を履くと、気持ちが明るく前向きになるからと言葉を添えてくれたのは、きっと仕事に悩む私を思ってのことだったのだろう。




　夕方になると次第に空の青に橙が混ざり、ビルの明かりが灯り始めた。

　肌寒くなってきたので、持ってきていたトレンチコートを羽織る。母親が就職祝いに買ってくれたもので、ベーシックで流行に左右されない一着だ。

「大丈夫？　寒かったら言って」

「平気です。このコートがあれば春と秋は乗り切れます！」

「素敵なコートだね。そういうのが着回せていいんだよね」

「母が買ってくれた就職祝いで、ずっと大切にしているんです」

「そういうところも好きだなぁ」

　私がなにを言ってもこの調子だ。会社の未来を担っている彼は、取引先とのやりとりもスムーズにこなしそうだし、人を褒めるのが得意なのかもしれない。

「今夜はここでどうかな？」

「イタリアン、大好きです！」

「ここの料理はどれもおいしくて、俺のお気に入りの店なんだ」

　洋館を現代的に改装したような外観は民家のようにも見える。入り口に大きな看板もなく表札のように店名が掲げられていた。

　窓側の席に案内され、テーブルの上のキャンドルに火が点される。ゆらゆらと揺れる炎はロマンティックで、反対側に座る彼がさらに色っぽく感じた。初めて会った京都のバーも、こんな雰囲気だったと思い出した。

　お店と彼のおすすめ、両方を注文して前菜とお酒を楽しむ。ミントをたっぷり使った目にも爽やかなモヒートは、ひと口で初夏を思わせる味だ。深水さんは車の運転があるので、レモンを搾った炭酸水を飲んでいる。

　イタリア直送のモッツァレラチーズとフレッシュトマトと色鮮やかなバジルのカプレーゼは、濃厚なチーズと程よい酸味がとにかくおいしくて、あっという間にふたりで食べてしまった。生ハムとサラミの盛り合わせも、お酒のあてにはぴったりだ。

「次の休みはいつ？　会えるといいんだけど」

「はい、是非！　あ、でも……深水さんのお休みを、私と会う時間に使ってしまうようで気が引けます」

「いいよ、それで。休みって言っても、家で仕事するか、実家に帰って親と食事をするくらいだし。彩葉ちゃんと過ごすほうが、今の俺には最優先」

「お客様とは会わないんですか？　ゴルフとか会食とか」

　往々にして経営者や重役というのは、そういった場所に出向くことが多いはずだ。

「もちろんそういう予定もあるけど、でもそれって休みじゃないと思わない？」

「あ、そうですね」

「君と出会ってから、ずっと忘れられずにいたんだ。もっと一緒に過ごしたいんだよ」

　彼が仕事以外の時間に私のことを想ってくれている。その現実を言葉にして伝えられると、少しずつだけど彼の隣にいるのを許されているような気がしてくるから不思議だった。

　でもやっぱり、私のどこがいいのか分からないままだ。

「あれ？　深水さん」

　生ウニのクリームソースと新鮮なあさりのボンゴレロッソを食べていると、一人の男性が彼に声をかけた。

「こんばんは。奇遇ですね、お一人ですか？」

「ええ、ちょっと近くまで来たもので。……お食事中にすみません。細野と申します。深水さんとはお仕事をご一緒させていただいておりまして」

「はじめまして、相沢です。ご丁寧にありがとうございます」

　私にも挨拶をしてくれた細野さんは、深水さんの取引先の方らしい。隣の席に通された細野さんと彼は、仕事の話を始めてしまった。

　近々、プレティモの海外店をさらに展開させる予定があるらしく、細野さんは空間デザインを請け負っているらしい。アジア圏の店では、その国ごとに合わせた内装を、欧米ではあえて日本らしさを出していくなど話しているけれど、専門的な言葉が飛び交うのであまり理解はできない。

「……あっ、すみません。せっかくデート中なのに邪魔をしてしまって。それにしても素敵な方ですね。どこで知り合ったんですか？」

「秘密です。細野さんの周りにも、彼女みたいな子はいないでしょう？」

　そりゃそうだよ！と、深水さんに心の中でつっこみを入れる。

　私みたいな田舎から出てきた垢抜けない女性は、都会の夜が似合う細野さんの周りにいないだろう。深水さんの隣にいるのが私でよかったのかと、いつも以上に申し訳ないし、そんな自分が居たたまれない。

「相沢さん、僕に乗り換えませんか？」

「えっ!?」

「深水さんは多忙だし、言い寄ってくる女性も多いから気が気じゃないでしょう？　その点、僕ならそこまで心配することもないと思うんです」

「なにを言ってるんですか、細野さん。彼女は誰にも渡しませんよ」

　キリッとしたまなざしと、柔和な微笑みで牽制する深水さんに唖然として、謙遜の言葉も出てこない。

　こんなに熱い言葉を聞かされるとは思っていなかったのだ。

「参ったなぁ。深水さんの弱みを握れば、少しはワガママを減らしてくれると思ったんですけどね」

「あははは、そんな変化球を投げられても、仕事は仕事ですから」

　二人が仕事の話をしている間、随分とお酒が進んでしまった。深水さんが言っていた通り、このお店は食事もお酒もなにもかもがおいしくて、いつも以上に食べた気がする。

　それから三十分ほど経った頃、食事を済ませた細野さんが先にお店を出ていった。

「俺たちもそろそろ帰ろうか」

「はい」

　お店を出ると、思っていたよりも酔ってしまっていて、足元を意識する。転倒して彼に迷惑をかけるわけにはいかない。

「大丈夫？　歩くペースがゆっくりだね。結構飲んでたし、酔ってるでしょ？」

「はい……すみません」

「危ないから、車まではこうしていよう」

　スッと手を繋がれ、車道側に彼が立った。歩調を合わせ、私をしっかりと支えてくれる。

　ふと、細野さんに言われたことを思い出した。彼は、私と深水さんが交際していると思い込んでいる様子だった。

　深水さんが、もし私の恋人だったら――。

　きっとデートのたびに大切にしてくれる。多忙でも連絡をくれて、合間を縫ってデートもして、仕事相手にも隠すことなく紹介してくれて、愛されている実感を持てるのだろう。

　もし、異動前に深水さんと交際していたなら、仕事で得た喜びや達成感もきっと共感してくれたと思うし、銀座本店への異動だって、彼だったらきっと祝ってくれたに違いない。

　そして、遠距離恋愛の現実を受け入れつつも、切なく愛しい想いを分け合うことができていたはず。

　彼の温もりを感じているうちに、変えられない過去に現実を重ねてしまった。

　元彼から受けた仕打ちは辛かったけれど、恋を幸せなものにするには、どちらか片方だけでなく二人の力が必要なのだと学ぶことができた。この経験を無駄にはしたくない。

　深水さんとだったら、きっと、きっと……。

　彼のエスコートで車に乗り込み、シートに身体を預けたら、自然とまぶたが落ちていく。眠りたくないのに、地球の引力と同じくらい酔いには敵いそうにない。

「……彩葉ちゃん？」

　彼の声がした気がするけれど、現実と夢の狭間は随分と深かった。




　――穏やかな呼吸とともに、まどろみの中をたゆたう。

　温かさもちょうどいいし、ふかふかでとても心地いい。夢心地で身体を反転させたら、ふと目が覚めた。

「っ！」

　隣に深水さんがいる。その綺麗な寝顔で京都の朝を思いだし、一気に目が覚めて記憶が巡る。

　あれから、そのまま眠ってしまったのだろう。車に乗ったあたりから記憶がない。

　視線を下げると、色っぽい首筋から繋がる鎖骨や広い肩が見えた。

　まさか、あの夜と同じことを!?

　彼を起こさないようにそっと上体を起こす。大きなベッドの上から見渡すと、ここがホテルだということがわかった。ベッドサイドに喫煙禁止の札が置かれているからだ。

　だけど、あの日のように避妊具は置かれていなかった。もちろん、私の衣服も乱れていない。

　愛欲にまみれた夜を過ごすことなく、ただ眠っただけだと知って心底ほっとした。

「……起きた？」

「っ、ふ、深水さん！　ごめんなさい！」

「家に帰してあげたかったけど、さすがにバッグの中を探って鍵を開けるのは気が引けてさ。気持ちよさそうに眠ってたし、とりあえずホテルに来たんだけど……具合、悪くない？」

「ご迷惑をおかけしました。大丈夫です」

「いいよ、気にしないで」

　彼だって、まさか私が眠ってしまうなんて思っていなかったはず。それなのに、臨機応変に対応できるあたり、さすが老舗洋菓子店の後継者だ。多少のことでは動じない耐性が付いているのだろう。

　おもむろに彼が身体を起こし、ベッドを出ていった。大きくて広い男性の背中に不意を突かれ、慌てて目を逸らす。シャツを羽織った彼のあとをついていくと、ドアの向こうに居室があった。カーテンが開けられたままで、都心の夜景が広がっている。

「適当に空いてる部屋を取ったから、あまり広くなくて悪いんだけど、居心地はいいと思うからのんびりしよう」

「ありがとうございます」

　彼はあまり広くないと言うけれど、十分だ。ベッドルームだってダブルベッドが余裕で収まる広さだったし、このリビングもおそらく二十畳くらいはあるだろう。

　ソファに座っていると、水を持ってきた彼が隣に腰かけた。

「明日の朝まで一緒にいてくれないかな。このホテル、短時間ステイができないんだ。ラブホテルだったらできるだろうけど」

「ら、ララっ、ラブホっ」

「あっははは！　思春期の女の子みたいな反応するね。行ったことないの？」

「な、ないです！　そんな機会もなかったので」

　私には縁遠いと思っていた場所の名前に動揺したら、深水さんに笑われてしまった。彼は楽しそうだけど、私はドキドキして仕方ない。それに、申し訳なさも相まって、なんだか心の中がごちゃまぜだ。

「……笑いすぎです」

「ごめん。かわいくて、つい」

　熱くなった頬を両手で包みながら、以前も同じような言葉を返されたと思い出す。

「そういえば、さっきレストランで細野さんに言い寄られてたけど、彼のことはどう思った？」

「フレンドリーでお洒落で、センスのある仕事をする人だと思いました。深水さんが懇意にしているのも納得というか……仕事がしやすい相手なんだと感じましたよ」

　正直に答えたら、ムッとした顔で深水さんがそっぽを向いた。ミネラルウォーターをごくごく飲んだかと思えば、今度は無言だ。

「……深水さん？　きゃっ！」

　腰に回された腕で、彼の膝の上に乗せられてしまった。そして、横向きで座る私の頬や耳のあたりにキスが落とされて。

「ごめん、妬いた」

　私の肩に額を乗せ、俯いて話す彼は、思いがけない言葉を発した。

　深水さんが、ヤキモチを妬くなんて……なんだかちょっとかわいい。

　仕事の繋がりや立場を差し引いて考えることができたなら、このまま彼の気持ちを受け入れていたかもしれないなぁ。

　だけど、彼がどうしてそこまで私を想ってくれるのか、未だに腑に落ちないところが多い。ことあるごとに褒めてもらえて嬉しいけれど、彼が思っているような女性ではない自覚があるから、その実感がないままでいる。

「あ、あの……今さらかもしれないですけど、深水さんは私のどこが良くて、一緒に過ごしてくれるんですか？」

「どこって言われてもなぁ。全部かな」

「そんな適当な答えじゃなくて！」

「適当じゃないよ。性格が穏やかで謙虚で、一緒にいて居心地がいい。顔がひと目惚れするほどかわいい。それに、仕事に真摯なところは人として素敵だよね。あとはお洒落で女性らしさがある。それから、酔った時もたまらなくかわいい。声もいいし、手も小さくてかわいいし」

「も、もういいです！」

　あまりにもかわいいと褒められすぎて恥ずかしくなり、慌てて耳を手で塞いで、彼の膝から下りた。

　彼はそんな私を見て、またしても楽しそうに笑っている。深水さんは不意を突いて意地悪になるから困ったものだ。

「どこが好きなのか聞いたのは君なのに」

「もう十分です」

「……それで、今夜はもう帰る？」

　小さくかぶりを振る。この迷いが恋なのか、それとも彼の想いを聞いたからなのか、未だ自分の気持ちの置き場が定まらないでいる。

　でも、まだ一緒にいたいと思うのは、本心だ。

「俺といたい？」

「……はい」

「よかった」

　深水さんが心底安堵した様子で、ホッと息をついた。

　なんて端整な顔をしているんだろう。どうしてこんなに欠点のない素敵な人が、私なんかを構ってくれるのだろう。

　だけど、こうして見つめ合う間も、私の胸の奥はドキドキしている。深水さんに鼓動の音が伝わってしまっているのではないかと思うほどだ。

　彼はどうだろう。私と同じようにドキドキしたりするのかな？

　切れ長の涼しげな瞳をじっと見つめて、彼の心を探ってみる。

　再会して仕事中に迫ってきたり、意地悪にからかったりするくらいだから、余裕なんだろうな。大人の男性の心模様なんて、恋愛偏差値の低い私には分かりっこない。

「そんなに見つめないで」

「あっ、ごめんなさい」

　困り顔で微笑む彼に、胸を撃ち抜かれた。パーフェクトな彼が、私のまなざしひとつで困っているのが意外だ。

　今夜の彼はヤキモチを妬いたり、困り顔を見せたり、いつもと少し違う気がする。

　私も彼に興味を持って、最近は好意を抱くようになってきたから、そう感じるだけ？

　目線を彼の胸元に落として考えていると、大きな手が頭に乗った。

「……彩葉ちゃん、俺のこと、本気で考えてくれないか？」

　目線を戻したら、真剣な眼差しと対峙した。

　熱い告白に心が大きく揺れる。

　私だって、深水さんのことは素敵だと思っているし、彼の恋人になったなら、毎日が比べ物にならないくらい華やぐと思う。

　でも――。

「私は、深水さんに相応しくないと思うんです」

「どうして？」

「こんな平凡な私じゃなくて、もっと都会的でキャリアのある女性とか、どこかのご令嬢とか、そういう人のほうが……。深水さんは特別だから」

　再び目を伏せる。

　彼は特別な人。生きてきた環境も、暮らしている世界もなにもかもが違う。私なんかが彼の恋人になったら、彼のご両親や会社の人たちはどう思うだろう。

　それに、私は自分に自信を持てないし、彼に見合うような女性でもない。こうして一緒に過ごしている間も、つま先立ちで背伸びをしている気分だ。

　本当に、彼の想いを受け止めていいの？

「俺は、彩葉ちゃんがいいんだ。……俺は特別でもなんでもない、普通の男だよ。ひとつの恋に盲目的にもなるし、君が他の誰かに奪われる前に、俺が幸せにしたいって必死にもなる」

「深水さん……」

　瞳いっぱいに私を映して、心の中を言葉に乗せてくれる彼を信じたい。

「これが、俺の最後の恋なんだ」

　迷い続けていた心が大きく揺れて、私もこれを最後の恋にしたいと思った。

　出会って、まだお互いを深く知らないけれど、それでも惹かれている気持ちはもう隠せない。

　本当に、彼が心から私を愛してくれるなら――。

「俺を信じてほしい。彩葉ちゃんを必ず幸せにするから、ついてきて」

　数秒の間を置き、決心をして頷いた。

　誰よりも想ってくれている彼の想いを受け入れ、今度こそ幸せな恋をしたいと願いながら。

　すると、そっと頬が包まれて再び唇が重なった。

「っ、んっ……」

　キスに不慣れな唇から、どうしようもなく甘えた声が漏れる。

「かわいい。本当に好きだ」

　今度は、隙を突いてなめらかに彼の舌が入ってきた。

　呼吸ごと絡め取られて、彼の腕にしがみつく。味わうように吸われた唇はすでに腫れたように熱い。

　ギュッと抱きしめられて、肺の中の空気が押し出される感覚がした。

「めちゃくちゃにしたい……」

「め、めちゃくちゃって、あのっ」

　理性を失った言葉に、鼓動が早鐘のように鳴りだす。

　首筋に唇が触れた。髪を撫でる大きな手は優しく、私を甘やかす。

「でも、今夜は一緒にいられるだけでいい。だから、明日の朝は勝手に帰ったりしないで。俺がちゃんと送るから」

「はい」

　それからソファでしばらくくちづけを交わし、先にシャワーを浴びた。

　レストランを出る前に塗り直した桜色のリップグロスの艶は、舐めとられてしまい跡形もない。数えきれぬほど重ねたキスの名残は、少し腫れた赤い唇が証明していた。

　私が居室に戻ると、入れ違いで彼もシャワーに向かったので、ソファで待つことにした。

　それにしても、深水さんはキスが上手だ。語れるほどの経験がない私でも確信できるほど、とろけるようなくちづけをする。

　彼はキスが好きなのかな。ことあるごとにキスをしてくるのは、そうだとしか思えないけれど……。

　熱くなった自分の唇に人差し指で触れてみる。今まで自分の唇の感触なんて気にしたこともなかったけれど、思いのほか柔らかかった。

　少し経った頃、彼がシャワーから戻ってきた。ミニキッチンから水を取って、私の隣に腰を下ろす。

「お待たせ」

　不意を突いてまたキスをされた。

「深水さん、キスが好きなの？」

「彩葉ちゃんにはしたくなるんだよ。こっちにおいで。もっとしたい」

　揃いのパジャマを着た彼の腕の中はとても暖かい。平和な温もりで満ちている。事あるごとに甘やかされて、自分がダメになってしまいそうなほどうっとりする。

「くち、冷たいですね」

「あぁ、水を飲んだからかな。彩葉ちゃんも飲む？」

　頷いて答えると、彼はペットボトルに手を伸ばし、水を口に含んだ。そして、顔を傾けて私の唇を奪い、舌先で割り、隙間から器用に水が流れこんできて。

「っ、はぁ……」

　初めての経験に息が上がる。飲み込んだ水は媚薬みたいだ。私が深水さんの虜になるような、そんな作用がある気がしてならない。

　口の端からこぼれた分は、彼が舌を伸ばして丁寧に拭ってくれる。その間、ずっと見つめられて、なんだか恥ずかしくなった。

「くち、開けて」

　冷たい舌で咥内が蹂躙されたのち、下唇が吸われて解放された。




　壁の時計は二十三時。手を引かれ、ベッドルームに向かう。先に横たわった彼は腕を伸ばして、私を包み込んだ。

　想いを通じ合わせたら、素直に彼に甘えたくなる。この温もりを、夢の中まで持っていきたいなんて言ったら、笑われてしまうかもしれないけれど。

「深水さん」

「ん？」

「手、繋ぎたいです」

「いいよ」

　身体に回されていた手を取って、長く綺麗な指に一本ずつ触れていく。男性的なのに節がなく繊細で、指を絡めた感触が心地いい。

　彼の手の甲に頬を寄せ、眠れるように深くゆっくりと呼吸する。彼の匂いとボディソープの香りが混ざって、なんだか香水のようでドキドキしてきた。

　彼の想いを受け止め、自分の気持ちにも素直になれた。だけど、彼と同等の愛情はあるのか分からない。深水さんはいつだって大きな愛情を向けてくれるけれど、私はまだこの想いに揺らぎを感じるのだ。

　このまま眠って朝を迎えたところで、明日から彼の恋人として堂々と隣を歩く自信を持つことができるとは思えない。

　だからこそ、今夜は向き合うべきなのかもしれない。

　彼の胸元からも鼓動の音が聞こえてくるようで、ふと視線を上げると目が合った。

「……眠れないですか？　お酒が足りないとか？」

　今夜、彼はお酒を控えていた。ホテルに着いてから飲酒した形跡もなかった。

「いや、彩葉ちゃんに見惚れてた。もっとくっついて」

　甘えさせてくれる彼の胸にすり寄る。隙間なく身体を寄せたら、ギュッと抱きしめられた。

　もっと深水さんの香りを纏いたい。彼の愛情を感じて、同じくらいの熱量で彼と恋をしたい。

「……深水さん」

「なに？」

「本当に、このまま寝ますか？」

「……えっ？」

　さっきまで余裕たっぷりに見えた彼の表情が途端に色づき、動揺を携えた。

　気まずそうな、だけど少し嬉しそうな……。瞳は言葉の真意を探ろうとしているのか、まっすぐに私に突き刺さったまま。

「こんなこと言ったら嫌われてしまうかもしれないけど、自分の気持ちをちゃんと確かめたいんです」

「俺のためにそうするつもりなら、無理はしなくていいよ。……っ!?」

　思いに駆られて、私からキスをしたら、彼はとても驚いたように端正な顔を歪めた。

　無理なんかじゃない。このまま明日の朝を迎えたくない。彼と思いを通わせて愛し合いたい。

「どんな深水さんも愛したいし、もっと知りたいんです。それに、その……」

　私のことも今以上に知って愛してほしいと欲張りを口にできず言いよどんだら、察した様子で彼が私の背中をやさしく摩り、髪を撫でた。

「俺はいくらでも待つつもりでいるのに……」

　黙り込んだ私を、彼はとても優しく抱きしめてくれる。

　その表情に、瞳に、言葉に……彼の想いに精いっぱい応えたい。

　自分の中で決心すると、彼と出会った京都の一夜が、出会うための素敵な夜に変わったように感じられた。

「抱いて、ください」

　やっぱり、こんなことを言ったら、幻滅されちゃったかな……。彼が再び驚いた様子で目を丸くしている。

　でも、私の決心は固い。今夜、自分の想いと向き合って、身も心も彼の恋人になりたい。愛に満ちた夜を過ごしたいと思ったのだ。

「わっ！」

　何の前触れもなく視界が回って、天井と彼が真上に重なった。

　膝を立て、両腕で私を囲うと、彼がいつの間にか妖艶を纏っている。

　恋熱を宿した瞳で見つめ合えば、どちらからともなく求めあう。彼の唇も、タガが外れたように感じる。

「んっ、ふっ……」

　頬を撫でられ、耳介を食む彼の吐息がくすぐったくて、気持ちいい。

「困ったなぁ」

　囁いた彼は、片手でホテルのパジャマのボタンを躊躇なく外して、脱ぎ捨てた。

　いつもは上質なスーツで隠れている、鍛えられて無駄のない腹部や胸、広い肩幅に沿う綺麗な鎖骨が露わになって、目のやり場に困る。

「……そんなふうに誘われたら、理性なんて簡単に崩れるんだよ。俺以外にはしないで？」

「そ、そんなこと……んっ、しない、ですっ。あっ、んっ……」

　彼の長い指が胸の形に添って一周する。描く円が時々小さくなって、乳暈の近くをかすめるだけで上ずった声が漏れてしまった。

　布越しの焦れったい快感に身を捩らせていると、強引に右手が彼の身体に触れさせられて。

「俺を触って。どんな俺も愛してくれるんだろ？」

　厚みのある胸板や引き締まった腹筋を手のひらや指先で撫でる。

　女性のようなやわらかさはないけれど、ハリのある肌にくっきりした筋肉がセクシーで、唇で触れてみたい衝動に駆られる。

　視線を下げると、パジャマのパンツを突き破りそうなほど押し上げる雄々しさを見つけてしまった。

「彩葉ちゃんも、自分で脱いで」

　優しく甘い声色で彼が望む。躊躇すると、彼は視線だけで操ってくる。恥じらいつつも、自らパジャマのボタンに手を掛けた。

「……そんなに見ないでください」

　下着姿でも見られると恥ずかしい。思わず両腕を胸の前で交差して隠した。

「隠さないでよ。せっかくかわいい下着だと思ってたのに」

　いたずらな笑みを浮かべた彼が覆い被さってくる。

「嘘は嫌いです」

「本当だよ。それと、彩葉ちゃんの身体がおいしそうだなぁって」

「ほら、やっぱりそういうっ……んっ……」

　首筋にキスを落とされ、順を追うように唇が下りていく。鎖骨や肩先、腕や指先にまで丁寧に触れた唇が、やがて双丘にたどり着いた。レースを施したブラジャーからこぼれそうな果実を味わう唇が、私の肌を濡らす。

「はぁ……んっ、あ」

「甘くていい匂いがする。胸もふわふわで好きだよ」

　コンプレックスを抱え続けてきた大きな胸を彼が愛してくれると、とても嬉しい。

「本当においしそうだ」

　彼の瞳が、明らかに妖艶な意志を持っている。私を欲していると伝わってくるものがあるのだ。

　やわやわと揉みしだかれるうちに、淡い水色と白いレースのブラジャーがずらされた。熱い舌が乳暈をじっくりなぞり、その先を焦らす。

「こんなに勃たせて、舐めてほしいの？」

　抱いてほしいとは言えたのに、舐めてほしいなんて言えない。口元を手で覆って恥じらっていたら、ぷっくりと勃った乳先に彼の舌が触れた。

「んっ……あっ、あぁっ」

　きつく吸われ、甘く噛まれ、弾かれて、摘ままれて、舐め転がされる。

　彼の気まぐれな舌撫が、私から卑猥を引き出していく。

　すると、触れられていない身体の奥が熱くなって、恥裂の奥から透明な雫が溢れてきた。両の膨らみを交互に愛でる彼に気づかれぬよう、膝を擦り合わせてごまかす。

　あとはどうしたらいい？

　いずれ知られるとしても、見る間に感じてしまったのが恥ずかしい。できるだけその時を先延ばししたくて思案する。

「深水、さんっ……キス、したい」

「いいよ。たくさんしよう」

　獲物を捕らえたような鋭い彼の瞳に射抜かれ、どれだけ重ねても足りないと、互いに息を乱しながら興じる。

　キスが好きな彼なら、きっと飽きることなく続けてくれるはずだ。その間にこの熱が収まれば……。

　やわらかく咥内を探られるうち、溢れた唾液が伝う。上顎を撫でるように舐められ、器用に舌が絡まり、絶妙なタイミングで唇に吸いつかれた。彼のくちづけは、病み付きになるほど気持ちいい。

　大きな手で揉まれる果実からの刺激も、幾分か穏やかに感じる。

「舌、出してごらん」

　言われた通りに突き出したら、彼の舌が絡まって、唇で扱かれる。

「んうっ……あ、はぁっ」

　こんなキスは初めてだ。吐息を漏らすほど淫らな気持ちになる。扱かれて夢中になっているうちに、彼の大きな手が下肢の秘密を暴いていた。

「こっち、触ってないのにもう濡れてる」

「やぁっ、あっ、あぁ」

　ショーツ越しに花弁を擦られ、蜜壺の入り口を撫でられると背筋が快感で震える。ぐちゅぐちゅといやらしい音が聞こえて、両手で顔を覆う。

　はしたない自分を認めざるを得ない身体の反応に、耳先まで火照ってきた。

「ひあっ！　ダメっ……」

　愛液に濡れた蕾を潰されて、悲鳴に似た声と共に彼の手を掴む。抵抗むなしく指先で捏ねられると、どうにも腰が浮いて止まらない。

　乳首は摘まんで転がされ、布越しの花芯は爪で引っかかれ、強く弾かれる。嫌なはずなのに、抵抗する力が入らない。意思に反して、刺激を求めるように蜜が奥から溢れてくる。

「透けるほど濡らして、気持ちよさそうだね。勃ってるのが見えるよ」

「そんなこと、言わない、で……あっ」

「俺はエッチな彩葉ちゃんも大好きだよ」

　私を困らせて、愉悦の表情を浮かべる彼は本当に意地悪だ。私の嬌声を聞いて悦び、さらに快楽の淵に立たせようとするサディスティックな一面を紳士的な笑みの裏に隠しているなんて、誰が思うだろう。

　彼の夜の姿を知ったのは、出会った日のこと。

　今夜も、私が恥辱を涙に滲ませるのを、待ちわびていたのかもしれない。

　私を白い世界の果てに追いやるため、策を練っているとしたら……。

　ホックが外され、ブラジャーに押し上げられて窮屈そうだった双丘が解放されて揺れる。

　身体中に舌を這わせる彼は、膝の裏を押し上げて内腿にキスを落とし、顔を脚の付け根に埋めていく。

　視線を落とすと、脱がされたショーツが左足首で揺れていた。

「は、あっ、深水、さんっ……ダメっ、あぁっ！」

　私の声を無視して、腰を掴んだ彼が蜜壺を舐め上げ、舌が挿し込まれた。

　ちゅぷちゅぷと音を立てながら、ざらついた舌が浅いところを探ってくる。

「あっ、あぁっ！」

　愛液を豪快に吸い上げられたら、嬌声を抑えられなかった。

　敏感な隘路に挿入された長い指で、余すところなく擦られるたびに卑猥な蜜音がする。

「いやっ……ああっ、やっ」

　同時に恥裂の蕾が吸われると、今にも腰が砕けそうだ。快感が次から次へと襲ってきて、譫言のような甘い声を止められず、背中がしなり、胸が揺れ弾む。

「それは、嫌がってる言い方じゃないなぁ」

　どんなに乱れても、彼は一向に辞める気配がない。

　快感で痙攣しはじめた脚を閉じようとしたら、左膝を掴まれて強引に開かれた。

「……おいしい。彩葉ちゃんのもっと欲しい」

「やだっ、あっ、あぁっ！」

　指と舌が恥裂を隈なく這いまわる。卑猥な音色を奏でる自分のいやらしさで煽られた身体は、求められるままに蜜を漏らした。

　不意に突き立てられていた指が抜かれ、散々乱された淫口が切なさで彼を求める。

　膝立ちになった彼は、私の両膝裏を軽々と担ぎ、隠す事を禁じた。

「綺麗だよ。ここも、エッチでかわいい」

　口元を愛液で濡らした彼が、そこにある秘密に顔を寄せる。かわいいと言われて、息を吹きかけられた花芯が、より強い快感を求めている。

　浴びせられる視線は、まるで観察をするようだ。見られているだけなのに、愛液が溢れて止まらない。

「お願い……見ないで……」

　願いむなしく、彼の指で恥裂が大きく拡げられ、すべてが晒されてしまった。恥辱で全身が沸騰したように熱くなり、肌は紅潮し、私は耐え切れずに思い切り顔を背けた。

　それなのに、どうしようもなく気持ちがいい。彼に見られていると思うとドキドキするし、彼の呼吸がわずかにかかって興奮が伝わってくるのだ。

「はぁっ、あっ……」

　私が彼を欲していることも、それを口にするのが恥ずかしくて喘いでいることも、サディスティックな彼はきっとお見通しなのだろう。隠しても無駄だと言わんばかりに視姦が続く。

「シーツにまで垂れてきてるけど」

「知らな、いっ……」

「触ってないのに、乳首もこっちも勃ちっぱなし」

　隘路がうねり、身体中が敏感に反応を示す。

　欲しがっている姿は、彼の目にどう映っているのだろう。見られて感じるなんて、はしたない女と思われているかもしれない。

「……んっ、ご、ごめんなさい」

　そんなことを考えていたら、謝罪の言葉が口を突いて出た。

　目線を上げると、滾る彼の瞳があった。

　意図せず、彼のサディスティックに火を点けてしまったらしい。冷然と愉悦が同居する眼差しに、背筋が粟立つような感覚を覚え、隘路がきつく締まった。

　今夜、自分から誘ったくせに、恥ずかしくてたまらない。羞恥を味わうのが好きだなんて、自分でも知らなかった。

　だけど、こんな甘い後悔なら何度でも味わいたい。この先にどんな快感があるのか、彼に教えてほしいとさえ思う。

「ふか、み……さ……、もう、触って」

　いい加減触れてほしいと涙目で腰を揺らし、求めてしまう。

「なに？　聞こえない」

「触って……お願い」

「聞こえない」

「やっ……意地悪しないでっ、あっ、んうっ……」

「あーあ、止まらないね。いやらしいなぁ」

　シーツへ落ちていく愛液が彼の指で掬われ、私の乳暈に垂らされる。愉しげに微笑んだ彼の吐息が恥裂にかかって、快感のスイッチが入った。

「……もう無理っ……やだっ、んっ、ああっ！」

　見られている快感で達してしまった。彼の眼前で跳ねる腰が止まらない。

　自分のしたことがあまりにも恥ずかしい。だけど、心の奥も身体も昂っている。

　ようやく腰が下ろされ、ベッドに沈んだ。覆い被さってきた彼の背中に手を回して抱きつく。

　恥辱で感じた自分が信じられないし、その先の快感に堕ちた身体が震えている。

「意地悪してごめんね。だけど、俺をもっと知ってほしいからさらけ出そうと思ってる。いいかな？」

　深水さんは、羞恥の涙を浮かべる私を撫でて甘やかす。彼の瞳には、変わらない滾りが見て取れた。問いかけに小さく頷けば、また唇が重なる。

「ふっ、んん……」

　音を立ててキスが繰り返される。チュッと唇を吸われ、また重なって。

「かわいいよ」

「んっ……」

「彩葉が愛しすぎておかしくなりそう」

　キスの合間に紡がれる愛情に、また身体が疼いてしまう。あんなに乱れた私を見ても、かわいいと言ってくれるのが嬉しい。

　私も、意地悪でサディスティックな愛され方が好きだ。嫌だと悶えながらも、求めてしまう。彼になら、どれだけ恥ずかしいことをされても快感に変わる。それはきっと深水さんを心から求めているからに違いない。

「んっ、ふっ……あっ」

　耳の形に添って舐められ、耳朶を食まれたあと、何度も名前を呼ばれ、「好きだ」と吹き込まれてぞくぞくした。

　くちづけに興じている間に、深水さんが穿いていたパジャマとボクサーパンツがベッドサイドに落ちる音がした。ほどなくして、彼の手が下肢の間に伸ばされて、花芯に触れた。

「あっ、はぁっ……んっ」

　深水さんの指が蜜を折って花芯を捏ね、恥裂の入り口をなぞる。やがて秘所のすべてを手のひらで大きく擦られ、緩やかな快感に喘ぐ。

「これだけでまたイきそう？」

　言葉にされると、とてつもなく恥ずかしい。目が熱くなるほど火照らせた頬に、彼はキスをして微笑んでくれた。

　おもむろに上体を起こした彼は、私の膝を再び抱える。

「んっ、はぁっ」

　あまりにも熱い淫茎の先が蜜口に宛がわれ、火傷をしそうだと思った。反り返る彼のものでグチャグチャに掻き混ぜられると、また羞恥を覚える。

　だけど、彼はその張り出しで恥裂を掘るばかりで、焦らしては愛液を溢れさせ、垂れていく様子を眺めては満足そうにするばかり。

「あっ、ああっ」

　不意に熱杭の先端で蕾が潰され、抗うことなく喘ぐ。

「今度はちゃんと、思いっきりイかせてあげるからね」

　言葉とは裏腹に、彼は蜜壺に先端だけを埋めては焦らし、秘所を擦り合わせて、蕾に愛液をなすりつけ嬲り続ける。

「んあっ……あっ、深水、さっ……んうっ、あっ！」

　放出できずに疼く快感が私の中に溜まっていく。愛液が絶え間なく溢れて彼にまとわりつき、二人の間で滑らかな快感を助長させる。

「やっ、あっ……」

　素直に理性を手放したら、絶頂に飲まれる。それが怖い反面、もっと愛し合いたいと身体は疼いて止まず、両極端な感情の狭間で腰を振った。

「イっていいよ」

「はぁっ、んぁ……っ、あああっ!!」

　純白が広がる快感に稲光が走った。達している最中の敏感な隘路が、熱杭で遠慮なく穿たれたのだ。

　今まで経験したことのない、恐ろしいほどの快感が全身を貫く。

　浮いた腰が天を仰ぎ、背が弧を描いて大きくしなる。決壊した深壺から愛液が洪水のごとく噴き出し、彼の腹部や下肢までも派手に濡らしてしまった。

「本当かわいいなぁ……まだこれからなのに」

　恍惚の中にいる私を、最奥まで貫いて満足げに見下ろす彼は、容赦なく腰を打ちつける。

　真っ白で自由な快感の渦から、質量と熱のマグマへと引きずり込まれた私の身体は、勝手に中がうねり、もっと欲しいと彼を締めつけた。

　はしたないと思われてもいい。彼になら、すべてを見せて捧げたい。

　行為のすべてで彼に愛されているのだと思い知らせてほしい。自信が持てずにいる私に、愛を植え付けてほしい。

「ねぇ、俺の名前呼んで」

「く、おんさ……久遠、さんっ。んあっ！」

　私の右脚を担いだ彼がゆっくりと腰を引くと、横向きになった身体の中で熱杭のくびれが襞のすべてを撫で上げる。

　堪らずに喘いでいると、また一気に最奥まで穿たれた。締め付けるほどに、彼の形や熱で蕩けていく。

「彩葉、好きだよ。大好きだ」

　吐息と嬌声、温もりと汗。なにもかもが混ざり合う音がベッドルームに響きわたり、散々弄ばれた身体が、彼を離したくないと従順になる。

　久遠さんのことが、心から好き。誰よりもそばにいてほしい。

　彼と、ずっと一緒に――。

　私の喘ぎが掠れ、意識が薄れかける中、彼は深い抽送で抉った最奥で精を放った。










第四章

夏の淡い想いは陽炎











「なんだか最近幸せそうね」

　瑞穂さんに言われて、気を引き締める。

「いつもと変わらないですよ？」

「そう？　だって毎日上機嫌じゃない？」

「仕事が楽しいからです」

　なんて上手くかわしつつも、心の中はどうしたって浮き足立ってしまう。

　交際するようになって二週間。梅雨も明け、初夏の空気が街を漂っている。久遠さんとは一昨日も食事をしたけれど、毎日でも顔を合わせたいくらいだ。

　一緒にいる時間は心の底から満たされた気分になれるし、物知りな彼に教わることも多く、仕事に役立つ知識を得ることもあった。

　もちろん、仕事に支障が出ないようにはしているつもりだ。彼も関係に気づかれないように配慮してくれている。

　異動して日の浅い私と、取引先の彼が社内で接するのが自然に映るよう、パンフレットを使い、ドレスに込められたテーマなどを説明したり、商品の色合いを確認したり、企画の担当外ながらもブライダルスタイリストとして打ち合わせに出席できる機会を作ってくれるのだ。

「深水副社長って素敵よね。あんな人が相手だったらって女性が想像して憧れるようなタイプ」

「そうですね……」

　マネージャーに頼まれた資料を準備する私の隣で、瑞穂さんが話しかけてくる。

　もしかしたら、彼女は久遠さんに恋をしているのだろうか。さっきからずっと彼の話題ばかりだ。そうだとしたら、あまり曖昧な態度をとり続けるのはよくない。でも、関係を明かすのは時期尚早な気もするし……。

　用意した資料を手に、自席を立って応接室へ。

「失礼いたします」

「相沢さん、お忙しいのにすみません」

　応接室のドアを開けると、濃紺のスーツを着こなした彼がいた。あくまでも取引先として接してくるけれど、その眼差しには愛情を感じる。

「ありがとう。この資料を使わせてもらうわ」

「不足がありましたら、お声かけください。失礼いたします」

　マネージャーに資料を手渡し、黒のパンプスを履いた足は応接室のドアへ向かう。一礼すると、微笑む彼と目が合った。




　――その週末の夜。職場から少し離れたカフェの前で、久遠さんは待っていてくれた。明日休みを取ったからと、わざわざ仕事終わりに迎えに来てくれたのだ。

「今日は俺の家に来ない？」

「いいんですか？」

「もちろんだよ。やっとゆっくりできそうだし、食事だけして帰したら彩葉に嫌われそうだからね」

「そんなことないですよ？　でも、久遠さんの家に行けるのは嬉しいです」

　彼氏の家に行くのは、恋人の特権だ。私の家には、デートの待ち合わせで来てくれることはあったけれど、一人暮らしの部屋は大して広くもないし、客人用の布団もなければシングルベッドに二人は狭すぎるので、お泊まりはいつもホテルだった。

　それに、久遠さんが暮らす部屋がどんなところなのか知っておきたい。きっとお洒落で、彼に似合う素敵な家なんだろうなぁ。

　夜の銀座の渋滞を抜けて、車で十分ほど。近年、再開発が目覚ましいベイエリアの街に入った。普段来ることもなく、住むにも憧ればかりで叶わないと思っていた街の中を、彼は慣れた様子でハンドルを切る。

　立ち並ぶ高層マンションと商業施設をいくつか過ぎ、一棟のマンションの地下に車が停められた。

「先に言っておくけど、男の一人暮らしだから生活感がないんだ。がっかりしないでね」

「しません、するはずがないです！」

　ホテルのようなエントランスロビーを通り過ぎると、コンシェルジュに一礼して見送られた。都会の高級物件に初めて来たので、なにもかもが別世界だ。

　エレベーターは奥一面がガラス張りで、周囲の景色が見える。東京湾やお台場の夜景に夢中になっていたら、どんどん上昇して足が竦んできた。

「何階に住んでるんですか？」

「四十階だよ」

　ほどなくして到着したフロアは、しんと静まり返っている。チャコールグレーの内装で統一された内廊下もスタイリッシュで、自宅に帰ってきた感じがしない。彼にとってはこれが日常なのだと思うと、やっぱり住む世界が違うと感じた。

「どうぞ」

「お邪魔します」

　マットな質感の黒いドアの先に、眩しいほど白い空間が広がっている。

　彼の車で仄かに感じる爽やかな匂いがして、気に入っているルームフレグランスがあると話していたのを思い出した。同じものを家に置きたいと思ったけれど、私には似合わない気がして諦めたのだ。

「ソファにでも座って」

「わぁ！　すごい！」

　座ってと言われたけれど、落ち着いてなどいられない。リビングからは湾岸エリアの高層ビル、少し先には銀座の街や東京タワーまで一望できるのだ。

「ここ、久遠さんの家なんですよね？　ホテルみたい！　すごいです！」

「そんなに感動してくれて嬉しいよ。俺も最初は気に入ってたけど、だんだん感動も薄れてしまって……」

「えっ、慣れるなんてことあるんですか？　私なら、きっと毎日何時間でも眺めていられます！」

　大窓にへばりつくようにして、足が竦むほどの高さから遠くまで目を凝らす。一番近くにある高層の建物もきっとタワーマンションだ。こんなに素敵な景色を前に、平然としていられる人はいないと思うのに、都会の人はきっとそうではないのだろう。

「向こうのマンションから、こっちも見えてるのかなぁ」

「さぁ、どうだろうね」

　スーツのジャケットを脱いだ彼が、隣に立って私の肩を抱いた。そっと見上げるとキスが落とされ、ぎゅっと抱きしめられた。

　幸せで、うっとりと目を閉じる。彼の腕の中はとても安心できるし、温もりが優しくて大好きだ。

「今夜は、彩葉に食べてほしいものがあるんだ」

「えっ、なんですか？」

「食後のお楽しみ。夕食はなにがいい？　なんでも作るよ」

「私も手伝います！」

　一緒にキッチンに立って、冷蔵庫から食材を選ぶ。

　白米を炊いて、味噌汁を作るのが彼の役目。私は青椒肉絲と胡瓜の酢の物を作ることになった。最先端設備が入ったキッチンはとても便利だ。作業スペースも広いし、夜景も見えて気分がいい。

「彩葉、料理上手なんだなぁ。料理教室に通ったりしたの？」

「専門学校の頃に、少しだけ通いました。それからはできるだけ自炊してるんです。でも、味の保証はできませんよ？」

「いい奥さんになりそうだ」

　奥さんと言われて、その響きのくすぐったさに思わず頬が緩む。

　まだ彼と交際して日は浅いけれど、いつか彼が待つバージンロードを歩けたらと、淡い夢を抱くようになった。

　まさかそれを口にはできず、秘めた夢として取っておいてあるけれど、もしプロポーズされたなら、迷うことなく彼の胸に飛び込むだろう。

　そして、そうなるように自分に自信を付けて、彼の隣に並ぶに相応しい女性になるべく、毎日努力をしているつもりだ。料理の腕を磨いたり、美容やファッションに力を入れてセンスを磨いたり、仕事にも一層精を出してキャリアを積めるようにしたり……。

　それで彼の隣が似合う女性になれるかどうかは分からないけれど、今の自分ができることはしておきたいと思う。

　料理ができたので、四人掛けのダイニングセットで向かい合って座り、彼が作ってくれたハイボールと一緒に食事を楽しんだ。大したものは作っていないのに、残さず食べてくれたのが嬉しかった。

「彩葉の手料理、また食べたいなぁ」

「いつでも作りますよ」

「本当？　じゃあ、ここに住んでよ」

「えっ!?」

　食後、ダイニングに座ったままで話していたら、なにげなくそんなことを言われて驚いた。

「すぐじゃなくていいよ。引っ越しは大変だからね。もし嫌じゃなかったら、遠くないうちに一緒に暮らさない？」

「いいんですか？　毎日私がいて、嫌にならない？」

「ならないよ。むしろ、今のほうが嫌。別々に過ごして、一瞬も顔を合わせない日があるなんて、いつまでも耐えられるとは思えない」

　スラックスのポケットから鍵を出した彼は、私の前にそっと置いた。

「合い鍵、持ってて。いつでもこの部屋を使っていいし、住むようになったらそれを使えばいい。コンシェルジュにも彩葉のことは伝えておくから、不便はしないはずだよ」

「ありがとうございます。大事にします」

　生まれて初めての合い鍵だ。また一つ増えた幸せに心が震えた。

　私の家の鍵とは違って、リモコンと一体型になった形をしている。バッグなどに入れておけば、センサーが反応してエントランスのオートロックは自動解錠になるため、絶対に落とさないようにと注意された。

「食後のプレゼント、そろそろ食べる？」

「はい」

　彼が言っていたお楽しみとはいったいなんだろう。ワクワクしながら待っていると、綺麗にデコレーションされたケーキと紅茶が運ばれてきた。

「お酒じゃなくて、紅茶のほうが合うと思うから」

「えっ、用意してくれたんですか？」

　一緒にアールグレイティーを淹れてくれた彼は、以前私が好んでいると言っていたのを覚えていて、茶葉を買ってくれたらしい。彼は些細なことまで覚えていてくれるので、一緒にいると、まるでお姫様にでもなった気分だ。

　今思えば、出会った夜も私のために時間を費やして付き合ってくれたのだから、尽くしてくれるところも彼の一面であり長所なのだろう。

「彩葉の店のドレスとコラボするだろ？　それで試しに作ってみたんだ。パティシエじゃないからあまり上手くないんだけど」

「そんなことないです！　これ、久遠さんが作ったんですか？」

「そう。今日、会社のキッチンでこっそりね」

　四号サイズの小さなホールケーキは、純白の生クリームと桃色のクリームで飾られ、パールを思わせるチョコレートや飴細工の蝶まで乗っている。売り物として店先に並んでいても遜色ない出来栄えに、食べるのがもったいなくて、思わずスマートフォンで写真を撮った。

　切り分けられた断面には、桃やマスカットなどのフルーツが詰まっている。スポンジもちょうどよい硬さで、控えめな甘みが上品だ。

「これなら、披露宴に出席された方の中に甘いものが苦手な人がいても、喜んで食べていただけると思います。あっさりしすぎているのも幸せ気分が半減してしまうので……」

「クリームにヨーグルトを使ったんだ。だから、好き嫌いは分かれるかもしれないけど」

「そうなんですね」

　デート中ということも忘れ、互いに仕事の話に夢中になってしまった。

　彼と交際するようになって、日に日に仕事へのモチベーションを取り戻しつつある。まだ本店勤務の緊張感には慣れないけれど、必要とされるスタイリストになれるように奮闘中だ。

　久遠さんは、近々アジア圏への出張があるらしく、お土産のリクエストを決めておくように言われた。でも、物をもらうよりも、彼が仕事を済ませて無事に帰国してくれたら十分だ。

　再会した日に送ってくれた運転手の男性は、私のことを覚えているらしく、時々移動中に私の話になるのだと話してくれた。だけど、どんな話をしているのかと聞いても、彼は秘密だと言って打ち明けてくれなかった。

「おいしかったです。ごちそうさまでした」

「もう少しでお風呂に入れるから」

「はい」

　なにからなにまで、彼は気の利く人だ。私のために新品のパジャマまで用意してくれていて、本当にホテルで過ごしているような気分にさせられる。

　浴室からもレインボーブリッジが見えて、とてもロマンティックだ。こんなところで彼と暮らせたら、それ以上の幸せはないと思える。

　こんなに大切にしてくれる恋人と結婚できたなら……。湯気の向こうで輝く夜景に、淡い想いを寄せた。




　盆明け、午後のお客様対応の前に瑞穂さんとランチをすることになった。

　瑞穂さんのリクエストを聞いて、身体に突き刺さる陽光を日傘で遮りながら、近くのキッチンカーで買い物を済ませ、社に戻ってきた。

「あー、涼しい……」

　外からやって来るお客様に合わせ、冷房が効いた社内は過ごしやすい。だけど、冷えは大敵なのでひざ掛けが必須だ。自席で愛用しているひざ掛けを取ってから、休憩室で待っていると連絡をくれた瑞穂さんの元に向かった。

「最近、深水副社長に会えなくて、ちょっと寂しいなぁ」

「そうですね。きっとご多忙なんでしょう」

　瑞穂さんは、日頃から久遠さんの話題を口にする。もしかしたら本当に気にかけているのかもしれないと思うと、話題を掘り下げるのは避けたくなるものだ。

　あれから、彼は国内外の出張が多く、私もなかなか会えていない。

　合い鍵を使っていいと言われていたけれど、家主がいないのに勝手をするのは気が引けるし、行ったところで彼に会えないのでは余計に寂しくなりそうで、結局一度も足を向けていない。

　思い切って同棲を始めればいいのかもしれないけれど、この時期に休みを取って引っ越しを済ませるのは同僚にも悪いし、シフト休はゆっくりしたいので、まだこちらも進展なし。

　つまり、関係は平行線だ。

　だけど、交際は順調。離れていても連絡は取り合っているし、時々時間が合えばテレビ電話で顔を見せてくれる。早く帰って抱きしめたいと言ってくれたり、お土産を楽しみにしていてほしいと気を使ってくれたり……。

　とにかく彼は完璧な男性だ。恋愛に不慣れで失恋に傷ついていた私を、あっという間に幸せにしてくれたのだから。

　そして今夜は、いよいよ帰国予定日。向こうでの仕事も滞りなく進んでいると言っていたので、変更なく帰ってきてくれるだろう。

「早く会いたいなぁ……」

「もしかして、相沢さんも深水副社長に会いたいの？　目の保養が足りなくて困るよね」

「そうですね。でも、私が会いたいのは午後のお客様ですよ？」

　上手くごまかしておかなければと、咄嗟に仕事を理由にした。

「そういえば、この前噂を聞いたの。深水副社長に婚約者がいるらしいのよ。やっぱり、決まった相手がいるものよね」

「そうかもしれませんね。……私、先に戻ります。瑞穂さんはゆっくりしてください」

「ありがとう」

　そのままロッカールームに入った。

　――婚約者って、どういうこと？

　出会いから約半年。交際期間はまだ短いけれど、濃密な時間を過ごしてきた。

　ふと思い出すのは、再会して間もない頃、彼のご両親が見合いでもいいから結婚をしてほしいと言っていると、そんな話を聞いたこと。

　でも、本当にそんな相手がいるのだとしたら、私と交際するのは疑問が残る。取引先同士、話をややこしくすれば仕事に悪影響が出ると考えるのが普通だろう。

　なによりも、彼は私との再会を望んでいたし、同棲だって前向きだ。この状況で他に相手がいるはずがない。

　そう思うのに、裏切られた失恋の傷が心の奥底で嫌味に口を開ける。

　いま婚約者になり得るのは私だけだと思うのに、彼からはプロポーズの言葉ももらっていないのが現実だ。

　だとしたら、やっぱり他の誰かが彼の婚約者ということになる。

　またあんな思いはしたくない。久遠さんに裏切られたら、もう二度と恋をできないほどの致命傷が残るだろう。

　それほどに彼のことが大好きで、愛されている実感がある。

　どれもこれもが嘘だったなんて微塵も思いたくもなかった。




　定時を少し回った頃、通勤着に着替えてビルを出た。夏の匂いに混じって、ほんのり雨の気配がする。

　鬱々とした気持ちも仕事の間は忘れられたけれど、退社したら抑えられなくなった。

　彼が帰ったら話をしてみたほうがいいだろう。でも、なんて言ったらいいのか迷う。先輩社員から噂を聞いたから疑ってしまったと言ったら、彼を悲しませてしまいそうな気がする。本当は私だって彼を信頼しているのに、要らぬ喧嘩はしたくない。

　メトロの構内へ続く階段に差し掛かったとき、路上に停めてあった真っ赤なセダンから女性が降りてきた。大きなレンズのサングラスをかけて、ヒールの音を鳴らして歩くその美しい姿は、まるで女優のよう。都心にいれば芸能人に遭遇することも稀にあると聞いていたので、つい相手を眺めてしまった。近隣の高級ブランド店にでも入るのかもしれない。

　ところが、私の目の前でその足が止まった。

「突然すみません。相沢彩葉さんですか？」

　なぜ私のことを知っているのだろう。お客様にこんな雰囲気の人がいたかと、覚えている限りの顧客の記憶を巡らせる。

　だけど、こんな独特な雰囲気の人はいないし、声に聞き覚えもない。

「はい、そうですけど……。すみません、どちら様でしょうか？」

　女性はサングラスを外し、夜風のようにふわりと微笑んだ。小さな顔に綺麗な髪がよく似合っている。涼しげな目元と色素の薄い茶色の瞳が美しくて印象的だ。

「深水の婚約者です」

　信じようとしていた想いが、ガラガラと大きな音を立てて崩れていく。

　やっぱり、彼にはこういう女性が相応しい。想像していた通りの女性が現れて、今日まで積み上げてきた小さな自信が蹴散らされた。

　でも、プライドはある。彼に愛されることで得た、女性としてのプライドだ。

「長々と車を停めるわけにいかないので、用件だけ話します。今すぐ深水と別れてくださいませんか」

「私の一存で勝手に決められません。彼ときちんと話し合ってもいないし、あなたのことだって聞いていません」

　不躾な物言いに思わずムッとする。だいたい、この女性はどうして私を知っているのだろう。

「私のことや、深水さんとお付き合いしていることを、なぜご存じなのですか？」

「気分を害してしまってごめんなさいね。使いの者に少し調べてもらったの。でも大丈夫よ。あなたが私を訪ねて来て、別れるから深水を幸せにしてほしいと託してきたって、そう言っておくから、あなたの負担はないはずです」

「そんな……」

　彼と彼女の間でどんな会話があって、今日までどれくらい濃い時間を過ごしてきたのか知らないけれど、突然やって来た見知らぬ女性に勝手を言われて、簡単に引き下がるわけにはいかない。

　交際までは散々迷ったけれど、今はもう彼のことを心の底から愛しているのだ。

　久遠さんは、私の最後の人――。

「交際は今日まで、友人としても連絡を絶ってください。仕事の繋がりも、担当を変えていただけますか？」

「どうしてそこまでしなくてはいけないのですか？」

「どうして？　あなたが邪魔だからです。私と彼は、婚約しているの。あなたがいたら事が進まないでしょう？　あなたの仕事柄便に済ませますからご安心くださいね」

　一方的に話して、彼女は車に乗り込んで走り去った。

　私が、邪魔？ 

　ここまで言われて、はいそうですかと受け入れるわけにはいかない。彼の話だって聞いていないし、そもそも別れ話なんてした覚えもない。久遠さんが嘘をついていたとも思えない。

　だけど、昼間に聞いた噂話と現れた婚約者の存在に圧倒され、意気消沈するまで時間はかからなかった。

　メトロに乗り、最寄り駅で降りる。信号をいくつか渡って、自宅まで歩道をとぼとぼと行く。

　なにがなんだか分からないまま混乱し続けたせいで、酷い頭痛がする。今夜は彼と話して解決したら、早く眠ろう。

「相沢様でしょうか」

「……はい」

　自宅の前に停まっていた重厚なセダンからスーツを着た男性が降りてきて、私の前に立ちふさがった。

「私は、株式会社プレティモの社長秘書をしております、高田です。少々お時間をよろしいでしょうか」

「……はい」

　嫌な予感に心が疲弊する。私の了承を得た秘書は、セダンの後部座席のドアを開けて頭を下げた。

「不躾にお引き留めしまして申し訳ありません」

　白髪の紳士が下りてきた。優しい目元と長身はどことなく久遠さんに似ている。

「はじめまして。深水久遠の父です」

「相沢彩葉と申します。ご挨拶が遅くなりすみません」

「こちらこそ。息子と過ごしてくださってありがたく思っております」

　丁寧で柔和な声色や上品な言い回しもそっくりだ。だけど、父親がわざわざ会いに来る理由は一つしか思い当たらない。

「突然こんなことをお聞きするのは失礼とは存じますが、息子に縁談があることは、お耳に入っていますか？」

「いえ……ご本人からは聞いていません」

「そうですか」

　困った様子で私が住むマンションを見上げるその横顔に、彼を重ね見る。

　だけど、久遠さんとは違う冷たさが宿っていて、親子の違いを見つけたような気分だ。

「息子には、家柄のいいご令嬢を迎えると決めております。久遠が幼い頃からずっと、深水家のためにはそれが一番と思っています」

「……はい」

　私だって分かっていた。住む世界の違う彼の恋人になるために、とても悩んだのだから。自分の想いに素直になるだけなのに、勇気も要った。

「息子には何度も見合いをさせてきました。相手がどんな女性でも渋って、ずっと伴侶を決めずにいるのは、出会う女性が深水家に相応しくないと、息子なりに判断しているからだと思っていました。だけど、どうやらそうではなかったらしい」

　厳しい視線が私に刺さる。まるで品定めをされているようで、居心地が悪い。

　彼の父親が何と言おうと、彼の想いは確実に私に向いているはずと信じたい。それは、私の心の真ん中にあるものだからだ。

　そして、今は私の想いも寄り添うようにして、日を追うごとに強くなっている。

　だけど、彼の父親も婚約者も、彼の気持ちを無視して話を進めようとしている気がしてならない。

　私の心の奥で怒りがふつふつとわき始めた。

「息子とは、まだ付き合いも浅いと伺っています。別れるなら今のうちがよろしいでしょう」

「……息子さんの気持ちを考えていただいているのでしょうか？」

「当然です。久遠は会社と深水家のことを第一に考えて、仕事も生活も、未来を共にする伴侶も見極めているはずです。父親である私の意向に沿って生きてきた息子が、親を裏切るはずがない」

　自慢の息子の恋人を前に失望した様子で、彼の父親が寂しそうに微笑んだ。親の意向に沿って生きてきたなんて、私の身の回りでは聞いたこともない。だけど、すべてが真実に聞こえてくる。

　彼ほどの男性が私のような平凡な女性を選んだように、あり得ないと思うことが普通に起こり得るのが、彼のいる世界なのだろう。

「しかし、息子はあなたに随分惚れこんでいるようですね」

「そんな言葉で彼の気持ちを語らないでください」

　まるで、浮気相手に向けられる愛情のようで、とても受け入れがたい。

　それでも、彼の父親は私の言動など気にする様子もなく、小さく頭を下げた。マニュアル通りの対応だ。完全に深水家が悪いと早々に認めて、もめることなく幕引きを図りたいのだろう。

「……ご報告が遅くなったこと、代わりにお詫び申し上げます。あなたのためにも早いうちに距離を置いてほしいのですが――」




　彼の父親が、最後になにを言ったかは覚えていない。

　ただ、私が「息子さんと話をさせていただきます」と怒りと悔しさを滲ませながら返事をしたのは確かだ。

　気づけば自宅に帰っていて、手洗いうがいをしてからメイクを落として、冷蔵庫の中にあった食材で適当に夕食を作り、食べ終えていた。

　ベッドにうつ伏せ、ぼんやりとする。

　テレビの音も聞こえない。夕食の味もあまり覚えていない。表情もなく、声を出すこともなく、静々と涙を流し続けながら、いつも通りに過ごそうとした。

　こんな終わりはあんまりだ。久遠さんはどうして話してくれなかったんだろう。彼も、あの女性と家庭を築きたいと思っているのだろうか。

　切なさで圧し潰された胸の奥に、悲しみが沈む。

　このまま彼が別れを選んだなら、やっぱり私は都合のいい相手だったということになる。散々乱されたのも、彼の性欲を満たすためだったとしたら、紡がれた言葉も交わした愛も、なにもかもがその場限りの薄情な行為でしかなかったのだろう。

　なんの取り柄もない平凡な私を、あんなに褒めて甘やかして愛したって、彼にメリットはないって分かっていた。彼ほどの家柄なら選ぶ側にいるのが当たり前で、私なんかを結婚相手にする理由は……何一つ見つけられない。

　あんな出会い方をして、失恋を癒やすために身体を結ぶような女に、彼が本気になるはずがないもの。

　私なんか、と繰り返し思ううちに、プライドさえも消え失せ、彼と話すことすら望まなくなっていた。どうせ捨てられるなら、自然消滅でもいい。辛い言葉はもう聞きたくない。

　不意にスマートフォンの着信音が聞こえた。そういえばバッグに入れたままだったと思い出し、物ぐさに身体を横たえたまま、精いっぱい手を伸ばしてテーブル脇に置いたバッグを引き寄せる。

　画面には、久遠さんからの着信を知らせる表示があった。無事、帰国したのだろう。

　すぐに着信が途切れ、間を置かずに再び音が鳴る。

　きっと、あの女性か父親か秘書の高田さんから聞いたのかもしれない。そうじゃなければ、こんなに着信を残すような人ではないし、用があればメッセージアプリを活用するはず。

　今は、なにも聞きたくない。

　だけど、スマートフォンが延々鳴り続けるので、意を決して応答した。

「……はい」

　我ながら酷い声だ。鼻声で暗くて、湿っぽい。

　彼の声の後ろに空港のアナウンスが聞こえる。帰国してすぐに連絡をくれたのだと思うと、余計に悲しくなった。

「彩葉……ごめん。今夜のこと、悲しい想いをさせてすまない」

　覇気のない声色で、私が泣いているとすぐに気づいたようだ。言い訳もせず、謝罪の言葉を告げられて、現実を受け止めた。

「私のことは忘れてくださいね。最初から、忘れてほしかったんですから。どうか、幸せな家庭を築いてください」

　取り乱したら、あの女性に負けてしまう……。だから、理解のある女性を演じて強がって、かわいげのない返事をした。

　容姿も家柄もなにもかも比べようがない。それでも、あの女性にひとつでも秀でているところがほしい。最後くらい、久遠さんにいい女性を手放してしまったと後悔してほしいのだ。

「忘れろだなんて言うなよ。そんなつもりさらさらないんだ。彩葉、頼むから話を」

「もう遊びは終わりです。一日も早く忘れる努力をしてください。それが……あなたのやるべきことじゃないんですか？」

　京都の夜のことなんて、忘れてほしかった。もう二度と会いたくなかった。

　それなのに、それなのに……どうしてこんなに愛してしまったのだろう。

　想いを通わせてからというもの、日を追うごとに心にも身体にも彼が宿っている。忘れてほしいと言いつつも、忘れられそうもないのは私の方だ。

「彩葉、きちんと話をさせてくれないか？」

　今夜のうちに彼と話して解決しようと思っていたけれど、彼の声を聞くだけで涙が止まらない。　彼があの女性との未来を望んでいなくても、婚約している事実は変わりない。こんなに大事なことを話してくれなかったのは、私がいる意味はその程度だったんだろうな。

「……ごめんなさい。もう、無理なの」

　一方的に終話して、スマートフォンの電源を落とした。クッションを抱きかかえ、嗚咽を押し殺す。

　彼はきっと謝罪がしたいのだろう。もしかしたら、私のことは遊びじゃなかったなんて優しい言葉で、傷口を抉られるのかもしれない。

　自分の中に秘められていた淫らな一面を開花させられたことも、すべてを晒して乱れきった夜のことも、想いを伝えた幸せな時間さえも……なにもかも記憶から消してほしい。

　最低だ。私は幸せな恋がしたかっただけなのに。結婚なんて期待しなければよかった。




　――しばらくして、部屋のインターホンが鳴った。入り口のオートロックから呼び出されている音だ。相手を確認することなく居留守を決め込む。手元のリモコンで部屋の明かりも消した。

　少しすると、インターホンも鳴らなくなり、部屋に静寂が戻った。

　カーテンを細く開けて、ベランダに出る。顔を覗かせると、いつの間にか降り出した雨の中を、彼の愛車が走り去っていくのが見えた。

「……久遠さん」

　追いかけたい。だけど、そんなことをしたら後に引けなくなる。気まぐれな通り雨のような恋は、もう終わりなのだ。

　最後と決めた恋に終止符を打つ悲涙が頬を伝った。










第五章

幸せはいつでもここに











「最近は毎日どんより、暗いわねぇ。ランチご馳走するから、一緒にどう？」

「すみません。まだ手が離せないので、キリがいいところで行きます」

「でも、最近本当に無理をしてるような気がするのよ。大丈夫？」

「そんなこともないですよ。仕事は楽しいですし、毎日充実してます」

　気づいてほしくない変化にも、きっちり反応をみせる瑞穂さんに失恋を隠す。

　本当は業務を中断できるけれど、ひとりでいたい気分だ。事情を知らない瑞穂さんに気を使わせたくないし、恋愛話ができるような心の余裕もない。

「プライベートは？　そろそろ彼氏くらい見つける余裕できたでしょ？　上京して結構経つんだし」

「……今は、仕事が優先なんです」

　それに、いくら仲よくしてくれる先輩とはいえ、取引先の副社長と交際していたことも、振られてしまったことも知られてはいけない。

　最近は、自宅でひとり、どんよりした気分で過ごしているほうが気楽だ。無理をしないでいられるからだろう。

「今度、飲み会を開いてあげる。医者とか経営者が相手なら、相沢さんも乗り気になる？　あいにく、御曹司レベルの相手は紹介できないけど」

「お気持ちだけいただきます」

「まったくつれないわねー。ま、いいわ。また今度ね」

　あの夜、久遠さんの話を聞いていたら、なにか変わったかもしれないなんて、淡い期待をしたこともあったけれど、彼を避け続けている。

　ドレスとケーキのコラボ企画も、今は担当者が一人で来社するようになり、彼の姿を見ることはない。

　あの夜から、毎日のように着信はある。メッセージも送ってきてくれるけれど、目を通すことはない。すべてに無反応を貫き続けないと、強がっている自分が壊れてしまう気がしてならないのだ。

　遊びでもいいから、あの女性と入籍するまででもいいから、愛してほしいなんて……自分から傷を深くしたところで、思い出が増えるだけ。

　これ以上甘い思い出を増やしたら、久遠さんのいない日々に戻れなくなるだろう。

　本当は、強引にでも奪われたいけれど、今は距離を置くことしかできなかった。
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　会議が終わって執務室に戻り、離席中の出来事を秘書から聞く。

　至急の連絡が二件、予定変更が一件。スケジューラーでも共有される内容だが、念のために口頭でも伝えてくれる秘書に礼を言って、下がってもらった。

「はぁ～……」

　デスクチェアに座り、盛大に重苦しいため息をひとつ。

　どんな時でも仕事を最優先にしてきた。今の時代、働きすぎだとかブラック企業だとか様々な企業評価はあるものの、我が社は至ってホワイト。俺の場合は好き好んで多忙の中にいるだけだ。

　経営を担う立場でもあるし、いずれはたくさんの社員の人生や家族、未来や夢までも背負う立場になる。プライベートは二の次で、会社のことを優先するのは当たり前だと思ってきた。

　だけど、今はそれが焦れったい。

　音信不通になってしまった彩葉ときちんと話し合いたいのに、それが叶わずにいるからだ。

　電話をかけても、メッセージを送っても反応がない。何度か自宅を訪ねたり、家の前で待ってみたりしたこともあったけれど、見事にすれ違ってしまった。もはや、強引に奪いたい衝動さえ生まれてくる。彼女に非は無いが、話も聞かずに一方的に別れを告げ、背を向け続けられるつらさに耐えているなんて、きっと思いもしないのだろう。

　しかし、こんな時に限って多忙を極めている。

　国内外の出張や会議、取引先や業界関係者との会食、雑誌の取材などが重なっていて、彼女のために割く時間は取れそうにない。細野さんに依頼している海外店の件も大詰めで、現地に赴く機会もある。

　明日からは二週間の海外出張。アメリカから欧州各国、オーストラリア、アジアを回って帰国する予定だ。

　彩葉の元へ行きたいけれど、仕事を投げてそんなことをすれば、さらに嫌われかねないだろう。仕事に責任感がない男だなんて思われたら、それこそ終わりだ。

　会食に出て帰宅したのは二十二時。出張の準備を済ませ、寝室のベッドに横たわった。

　彼女に出会うまでは、広いベッドでゆったりと眠るのが好きだった。だけど今は、手を伸ばしても温もりがないことに切なさが募る。

「……彩葉、おやすみ」

　触れることさえできなくなった彼女に、届くはずもない声をかけてまぶたを下ろした。




　出張先からも彼女への連絡は欠かさず、予想通りの無反応でも構わずに、変わらぬ想いを伝え続けた。

　仕事の合間やオフの時間を使って、アメリカでは自由の女神や摩天楼、巨大なステーキ、宿泊した部屋の写真を撮った。イギリスでは城や曇天、取引先の社長とのツーショット、フランスでは凱旋門と美術館の外観写真を撮り、日本でも人気のブランドショップで彼女に間違いなく似合うパンプスを買った。

　オーストラリアではオペラハウス、シンガポールでは宿泊したホテルからの夜景にシャッターを切った。

　そして、各国の特長が出ているポストカードを滞在中に入手し、彼女へのメッセージを書いてスーツケースにしまった。最終日には八枚になり、書きいれたメッセージはすべて彩葉への想いが詰まっている。

　上海のホテルのバーラウンジで、酒を楽しむ。同行している父と二人で過ごす夜は久しぶりだ。

「――今日の件、問題なく進められそうだが、久遠はどう考えている？」

「はい、私も特に問題はないと思います。日程等は前後することを考慮して、現地に担当者を置き、丁寧な話し合いを重ねることが必要かと」

「そうだな……担当者の人事は、お前に一任する」

「かしこまりました」

　今回の出張は、社長である父にとって最後の出張だ。まだまだ元気だし、業務に支障が出るような老いも感じないけれど、七十歳を目前にゆっくり過ごしたいと思うようになってきたらしく、二年ほど前から後継の打診を受けていた。

　以来、各関係先には俺が継ぐことを含めた挨拶や、経営者としての在り方などを学び続ける日々を送ってきた。

　その中で結婚を切望されるのは当然で、何ら不思議はない。

　今回、両親が切り札として学友の娘との縁談を用意し、俺の意向は無視して婚約者だと決め込み、話を進めようとしていることは知っていた。

　すべて俺が悪い。彩葉と交際を始める前に縁談は断るべきだった。そうじゃなくとも、せめて経緯は話しておくのが筋だったと後悔している。

　これから話すことは間違いなく父の逆鱗に触れると覚悟して、マティーニを含んで間を取った。

「父さん」

「……なんだ」

　プライベートの話だと察した父は、間を取って返事をした。

「見合いのことですが、今回もお断りします」

「まさか、あの女性とまだ交際が続いているなんて言わないだろうな？」

「……続いています」

　本当は振られたけれど、それを言えば好きでもない相手と強引に籍を入れるよう仕向けられても不思議はない。彩葉の元を訪れ、二人それぞれ別れを迫ったくらいなのだから。

「お前はなにを考えているんだ？　今回は破談を簡単に認めるわけにはいかないと分かっているだろう？」

「父さんの顔に泥を塗ることになるのは分かっています。しかし、愛情のない相手と添い遂げるのは苦痛でしかありません。そんな家庭に生まれた子どもは不幸でしょう。俺が父さんと母さんの息子で幸せだと思えるのは、夫婦仲が良くて、尊敬できるからです」

「恋だの愛だの、そんな浮ついた気持ちで相手を選んだところで、深水の名を継ぐ決心がついているとは思えんな」

　ポーカーフェイスの父は、こんな時でさえ感情が見えない。

　両親は見合い婚で家庭を築いた。今回の俺のように、祖父が決めた相手だったと聞いている。

　当時の母がどんな気持ちだったのかは定かではない。

　いつだったか、母さんは父さんのことが好きなのかと幼心で聞いたことがある。返された答えは、当然肯定的な返事だったと記憶している。

　父はどんな想いで母を伴侶と決めたのだろう。親の決めた縁談に自分の意思は不要と、冷めた想いでいたのだろうか。

　だからといって、それを息子に押し付けるのは違うだろう。俺は俺の人生を生きなくてはいけないのだから。

「彼女だから、幸せになれるんです。俺が幸せになれる相手を選ぶことに、父親であるあなたが異論を唱えますか？　彼女のことをよく知らないのに、家柄だけで相手を判断しているのは父さんのほうでしょう」

「つまり、あの女性……相沢さんは、お前が心に決めた相手ということか」

「はい。彼女は今までの女性とは違います。交際する中で、この人と決めた大切な女性です」

　父の目をまっすぐ見つめて答える。揺らぎのない心の中まですべて晒し、なにを言われてもこの想いを押し通すと、強く念じながら。

「……もしかしたら、お前のことを見誤って、随分と過保護にしていたかもしれんな。結婚も人生も、レールを敷いてやるのが私の役目だと思っていたが」

　不意に父が目を逸らした。遠くを見るようなその瞳は、まるで昔を思い出しているようで、声をかけるのが憚られる。だけど、今なら父と母の過去や、結婚に対する本音を明かしてくれると思った。

「父さんたちは、幸せな結婚でしたか？」

「……そうだなぁ。母さんにはとても感謝しているよ」

「そうですか」

　沈黙に気恥ずかしさが混じる。初めてこんな話をしたからか、父もそれ以上はだんまりだ。

　きっと、いい結婚をしたのだろう。だからこそ、俺にも同じ道を薦めてくれていたのかもしれない。

「父さんたちのように見合いをしなくとも、幸せになる自信はあります。ですから、後継も結婚も、すべて私が決めることだと思ってきました。許してもらえませんか？」

「……分かった。悔いが残らないように好きにするといい。相沢さんには悪いことをした。頃合いを見て、彼女を家に連れてきなさい。母さんもきっと楽しみにしてくれるだろう」

「ありがとうございます。父さんは分かってくださると思っていました」

　口に含んだマティーニを味わいながら、夜景を瞳に映す父の横顔を見つめる。

　日頃は互いに多忙で、ゆっくり話すこともままならない。だけど、こうして膝を突き合わせて本音を話せば、理解を示してくれると信じていた。頑固な一面は父親譲りだと、母に言われてきたからだ。

　あとは、確実に彩葉の心を戻して、愛を誓えたなら……。

　バーを出て、部屋に戻った。無駄に広いホテルの部屋は静寂に包まれている。その静けさに京都の夜を重ねた。

　今夜、君はなにをしているのかな。俺は彩葉のいない日々を費やし、切なさで始まる朝と、恋い焦がれる夜を繰り返してばかりだよ。

　夜景の向こうに想いを馳せ、スマートフォンを手にする。撮った写真を送信した後、想いを文字に乗せた。

　――早く、会いたい。
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　十月中旬の晴天に恵まれ、一組の挙式を滞りなく見送り、夕方過ぎに帰社した。

「今日の新婦のドレス、すごくお似合いでいいコーディネートだったわ。最近腕を上げただけあるわね！」

「ありがとうございます。私も実際に挙式を拝見して、心から感動しました」

　とても幸せそうな新婦と、そんな彼女のドレス姿を誰よりも眩しそうに見つめていた新郎が印象的だった。マネージャーに褒められて、今日はいい日だ。

　いつか私も、誰かと一生を添い遂げると誓うはずだった。漠然と考えてきた結婚というものが、最近まで現実を帯びていたのに、ふっと風に乗って消えてしまった。

　別れから二カ月以上経ち、彼からの連絡も途絶えがちになった。

　毎日の連絡が二日おきになり、最近は月に数回に減っている。

　やっぱり、どんなに時間が経っても久遠さんのことが忘れられない。終止符を打つと決めたのに、縛られたまま前に進めていない。

　私が足踏みしている間に、縁談は順調に進んでいるだろう。彼の父親もそのつもりでいたわけだし、今から話が覆ることもないはず。

　いつまでもくすぶらせていたって仕方ない。

　きっぱりと諦めるために、遠くないうちに最後に一度だけ彼に会うことを決めた。

　交際中とても幸せだったこと、出会った日に救われたこと、愛される喜びを教えてくれたこと。

　仕事にも前向きになってきたし、初心を思い出して努力する毎日を取り戻せた。

　彼には感謝の気持ちがある。

　せっかく恋をしたのだから、恨みっこなしで別れたほうがいいと思った。

　再会した日のように偶然街で出会っても、他人のふりをしないで笑顔であいさつできるようになれたなら……。




　二十時過ぎ、今夜は残務で会社に残っている。同僚はすでに帰宅し、一人きりになった部内で大きく腕を突き上げ、身体を伸ばす。

　挙式があった日は、その分デスクワークや他の顧客のデータ管理などが後回しになるので、必然的に残業になるのだ。

「あー、疲れた……。お腹も空いたなぁ。今夜はなにを食べようかな……。あと少し頑張ったら帰ろう」

　少し大きめの独り言をこぼしてから、再びデスクに向かう。明日は模擬挙式を希望しているお客様が来店する予定だ。

　メモを持って、上階の模擬挙式場へ向かう。明日スムーズに打ち合わせを進めるために、今一度確認しておこうと思ったのだ。

　たどり着いた暗がりの中の模擬挙式場は、今夜も都心とは思えない荘厳な雰囲気が漂っている。

　真っ白な壁が左右の大窓から入る界隈のビルの明かりを受け、その前にある十字架に後光が差しているようだ。仕事を忘れてしばらく呆然と見入り、気づけば歩みを進めていた。

　引き寄せられるようにゆっくりバージンロードを歩き、祭壇の前に立つ。

　久遠さん、大好きです。

　出会ってから再会するまで忘れずにいてくれていたことも、想いを通じ合わせて愛し合った日々も、私にとってはすべてが奇跡のようでした。そのすべてが現実だと思わせてくれるのはあなたしかいないの。

　だから、どうか、私だけを愛していてください。あなたを愛させてください――。

　ハッとして祭壇に背を向ける。

　こんなことをしたって現実は変わらないのに、どうしても不意を突いて彼のことを想ってしまう。

「仕事、仕事！」

　日々の仕事をこなすことで、恋から目を背けてきた。彼を忘れられるようになるまでは、そうするしかないのだ。

　手際よく裏手の通路照明を点けて、ドレスと発注しておいたパンプスもラックに置く。挙式の頃は冬なので、和装も提案するために似合いそうな着物も用意する。赤やピンクがよく似合う新婦だったから、和装小物は引き締め色になる黒を差してもいいかもしれない。とてもおしゃれに気を使うカップルはきっとこだわりも強いだろうし、明日はよく話を聞いてあげようと思う。

　ふと、表の模擬挙式場の方から足音がした。警備員か他の社員が来たのかもしれないと、そっと顔を覗かせると、見慣れない男性の後ろ姿が暗闇の中にあった。

　不審者なら最上階に来るまでに他の社員や警備員に制止されているはずだし、男性社員なら用を済ませれば出ていくだろう。特に気に留めずに、再びクローゼットで作業に戻ろうとして、私は動きを止めた。

「……彩葉」

　こちらに振り向いた男性は、久遠さんだった。

　おそらく正面入り口がまだ開いていたのだろう。何度も来社している彼なら、他の社員に用事があると言えば、ここまで入ってきても何ら不審には思われない。

「あ、あのっ。えっ？」

　躊躇なくこちらに向かってきた彼が、強引に手を引く。裏手から連れ出されるなり、腕に包まれ、持っていたメモとペンが床に落ちて散らばる。

「やっと会えた……」

「く、久遠さんっ!?」

「突然来てごめん。悲しい想いをさせたこと、いくら謝っても謝りきれないと思ってる。だけど、お願いだから、一度だけ俺の話を聞いてほしい」

　掠れた声が耳を掠め、涙が溢れてくる。懐かしい温もりと香りをスーツ越しに感じただけで幸せだ。それほどに彼を求めていたのだと思い知る。

　最後に会って別れを決意しようと考えていたけれど、そんなに甘くない。会ったらやっぱり好きだと言いたくなる。彼に抱かれて、愛を確かめ合いたくなる。

「あのっ、お話聞くので……離してください」

「あっ、ごめん！」

　ハッとした様子で、彼が腕を緩めた。誰にも見られていなくてよかったと安堵しつつ、突然のことに昂る鼓動を抑える。

「まだ仕事が残っているので、あと少し待っていてもらえますか？」

「もちろん。裏手で待ってる」

「……はい」

　予期せぬ再会に、鼓動が早鐘のように鳴り、手が震える。

　諦めかけた頃になって現れるなんて……するべきではない期待をしたくなる。

　抱きしめられた温もりが愛しくて、都合のいい答えと甘い思い出が脳裏をよぎった。




　目の前に、久遠さんの愛車が停まっている。社屋を出た私の姿を見つけると、彼は運転席から出てエスコートしてくれた。

「本当にごめん。都合も聞かずに来てしまって」

「気にしないでください」

　穏やかな表情で運転する彼の横顔を見るだけで、胸の奥が疼く。

「あれから、俺のメッセージひとつも読んでくれてないよね」

「ごめんなさい」

「いや、それを咎めるつもりはないんだよ。俺が全部悪いんだから」

「……どんなことを送ってくれたんですか？」

「それは、明日にでも彩葉が自分で見て」

　ほんの少し頬を上気させつつ、まっすぐな瞳で前方を見据える彼に、変わらぬ誠実さを感じる。

　だけど、今でも恋をしているなんて言えるわけがない。想いを隠し、目を伏せて心を落ち着かせた。

　十五分ほど車を走らせた彼は、自宅マンションの地下へハンドルを切った。

「どこか店に入ろうと思ったんだけど、時間や周りを気にしないで、ちゃんと話したいんだ。だから、いい？」

「もちろんです」

　もしかしたら、婚約者の私物があるかもしれない。

　泊まった時に置いていっていいと言われて、そのままにしてある部屋着はどうしたのだろう。私のために新調してくれたパジャマや揃いで買った食器は残っているのだろうか。

　見たくもない現実を目にするかもしれないけれど、彼ときちんと話をするために……納得のいく別れができるように、覚悟を決めて部屋に入った。

　四十階の彼の自宅からは、今夜も眩い夜景が一望できる。何度見ても贅沢で、未だ私には不釣り合いだ。

「適当に座ってて。お酒がいい？　オレンジジュースもあるけど。あ、それから彩葉の好きなアールグレイも」

「じゃあ、自分で淹れます」

「いいよ、座ってて。仕事で疲れているだろうし」

　交際していた頃、私が好んでいると話してからというもの、彼はアールグレイの茶葉を買い置きしてくれるようになった。今でもそのまま残されていたのが、ちょっと嬉しい。

　ティーポットとカップが、リビングのテーブルに置かれた。ソファに彼も腰を下ろし、一緒に紅茶を飲む。

　ふたり分の距離を置いて座るのは、もう恋人じゃないからだろう。間にあの女性がいるのだと思うと、悔しくて切ない。

　カップをテーブルに置いた彼が、向き直った。

　見つめ合うだけで想いが募る。今すぐにその胸に飛び込みたいし、封をしてきた心の奥から、想いが溢れ出てしまいそうだ。

「彩葉、本当にごめん。縁談のことはいずれ話そうと思ってはいたけれど、まさか父親に先を越されるとは想像もしていなくて。……なんて、今さら言い訳だよな」

「あの日は、私も取り乱してしまったと思っています。ちゃんと話を聞かずに避けるような真似をしてごめんなさい。連絡もくれていたのに」

「彩葉は謝ることないよ。避けたくもなるよな。あんなことがあったんだから」

「……久遠さん、いつ結婚されるんですか？」

　もっとじっくり話すべきだとは思うけれど、一緒にいる時間も今夜が最後なら永井は禁物だ。これ以上思い出は増やしたくない。お互いの幸せを願って明るく別れられたら、それがいい。

　今の私に、そんなことができるかは分からないけれど……。

「いつかは、まだ決めてない。でも、絶対に一緒になるつもりだよ」

「そう、ですか……」

　落胆を隠せず、語気が弱々しくなり、自然と視線も下がった。

　絶対にだなんて言われたら、本当にもう終わってしまったのだと分かる。

　もし連絡を受けて、きちんと話をしていたら……。後悔ばかりが心を渦巻いて、瞳にうっすらと涙が滲む。

「式はいつがいいかな？　彩葉の意見を聞きたいと思ってたんだ」

「……」

　きょとんとして、彼を見つめる。すると、ふっと崩した微笑みに、ドキンと大きく鼓動が鳴った。この笑顔に何度も胸をときめかせていた頃が蘇る。

「彩葉が式を挙げるなら、いつがいい？」

「……わ、私ですか？」

　間を置いた私に彼が頷く。

　どうしてそんなことを聞くのだろう。意図が分からずに困惑しつつも、少しの間考えた。

「私は、春か秋がいいです」

「どうして？」

「花木の色づきが綺麗なので、写真を撮るととても華やかなんです。ガーデンパーティーもできますし、出席してくださる方にもあまり負担にならない気候だと思うのでおすすめです」

「そうか。じゃあ、そうしよう。彩葉さえよければ、早速挙式の手配をしないとね」

「えっ、あのっ……えっ？」

　――私さえよければ？　挙式の手配？

　理解が及ばず、頭の中に疑問符が浮かぶ。あの女性との挙式の手配ということだろうか。

　まさか、彼がそんな人だとは思っていないけれど、そうだとしたら本当に彼を信じられなくなりそうだ。

　でも、目の前にいる久遠さんは至って穏やかだ。そこに悪意など微塵も感じない。

　なによりも、私が彼に愛されていた頃と変わらぬ恋熱まで感じる。

　穴が開くほど見つめられて、心の奥底にしまい込んだ彼への想いが炙り出されそうだ。

「ちゃんと縁談は断った。辛い思いをさせて、申し訳なかった」

「……久遠、さん？」

「俺は出会ってからずっと、今もこれからも変わらずに彩葉だけを愛しているよ」

　まっすぐで誠実な瞳に私が映った。

　あぁ、彼はこういう瞳の男性だった。嘘のない、愛に溢れた優しい人。

　だからこそ、出会った夜も私は甘えてしまい、身を委ねられたのだ。再会してからも、誠実に想いに心が揺れ、最後と決めた恋に落ちて……。

「どうせ断る話だから、彩葉に心配をかけたくなくて黙っていたんだ。だけど、まさかの展開で……。隠し事をしないで、打ち明けなかった俺が悪いと思う。どうか俺を信じてほしい」

「本当に信じていいですか？　私、久遠さんに裏切られたら、もう恋はできないと思うほど落ち込んで……」

「謝っても謝りきれないけど、こんな悲しい想いは二度とさせないから。……俺が選んだのは彩葉だ。彩葉以外の女性は愛せないよ」

　諦めかけていた恋心に、再び息吹を感じる。

「俺を信じてほしい。彩葉を失いたくない。こんなにも愛しているのに、別れを選ぶなんてできるはずがないんだ」

　勢いよく腕が引かれ、腕の中で小さく頷いて答える。堪えていた涙が頬を転がっていく。

　キスが落とされた耳元で、彼はもう一度「愛してる」と呟いた。




　――都心の夜景を臨むロマンティックな寝室で、ふたりの肌は薄らとネオンを浴び、暗がりに浮かび上がる美しい輪郭に陶酔する。

　キスをしながら、彼はワイシャツを脱ぎ、私の衣服にも手をかけた。剥ぎ取るように脱がされたフレアスカートが花のように床に落ちている。

「んっ……」

　露わになった私の肌に彼の舌が這う。大きく揺れる果実を手から溢れさせ、歪ませる彼の瞳に、淫らな私が映った。

　全身にキスをする彼が、次第に恥丘へ迫りくる。

　ショーツがずらされ、覗いた花芽が指先で摘まれた。ほどなくして主張すれば、扱かれて弾かれる。膝を閉じようにも、間に彼が陣取っているので叶わず、好きに嬲られて身体の芯が疼いてきた。

「あっ……それ、しない、でっ……」

「俺がここをかわいがりたいから、やめないよ」

「……はぁっ、んんっ!!」

　蜜をまぶされて過敏になった蕾から、痛いくらいの快感が広がる。久しぶりのことで腰が揺れ、声を押し殺しながら達してしまった。

「もうダメっ……」

「そう？　じゃあここで終わりにしようか」

　彼は扱いていた私の蕾を解放し、まじまじと見つめてくる。視線だけで感じるようになってしまったのは、彼のせいだ。

　快感に従順な深壺から、愛蜜がどんどん溢れていくのが分かる。恥ずかしいから止めようと思うと、余計に隘路の奥が痺れてうねる。

　不意に彼に腰を持ち上げられ、両膝が顔の横まで近づいた。散々見られていた秘所が自分の瞳に映って、どうしようもない気持ちになる。

「こんなに濡らしてるのに、嫌なの？」

「あっ……ん」

　彼の長い指が器用に動いて愛蜜を掬う。私の内腿や乳先に擦り付けては、また隘路の中で器用に指を蠢かせる。

　視姦の先にある真っ白な絶頂の世界に飛び込むのは、何度味わっても少し怖い。懇願したら、彼はそっとベッドに身体を沈めてくれた。

　彼も下着を脱いで裸体を晒す。目線を下げると、天に向かって雄々しく反り立った化身があった。すでに鈴口から透明な卑猥を滴らせている。

　久遠さんが私の身体を反転させて背後に回った。

「すごく綺麗だよ。かわいくて、いやらしくて最高の恋人だ」

　顔を枕に付け、腰を高く持ち上げられる格好は、私の秘密がすべて晒される。背後に目を遣れば、快感で揺れる双丘と秘所から垂れている愛液が見えた。

「んっ、あっ」

　久遠さんの指が、隘路を行き来する。そのたびに快液が飛沫となってシーツを汚していく。くちゅくちゅと音を立てられると、恥ずかしいはずなのに気持ち良さが勝ってくる。

　いいところばかりを探り当てられて、喘ぐ声が止められない。彼の指を締め付けてしまう。

　背中にたくさんのキスが落とされる。お尻に彼の劣情が当たって、早くひとつになりたいと願った。

「彩葉」

　耳元で囁かれて、閉じていた目を開ける。

「我慢してないで、イきなよ」

「あっ、やっ……ああっ！」

　彼と視線を交わした直後、激しい指の抽送に耐えられず二度目の絶頂に至った。

「はぁっ……はぁっ……」

　ベッドに崩れ落ちて息を整えている間さえも、彼の愛撫は止まない。身体中にキスをされ、汗ばんだ首筋を舐められ、痙攣している双臀を揉みしだかれる。

「かわいい。今夜は彩葉が望むなら、優しく愛してあげようと思ってたんだ」

　強引に仰向けにされ、再び秘所が私の目にも映るほど腰が上げられた。

「でも、やっぱり無理かもしれない」

「んっ」

　避妊具をつけていない彼の漲りがあてがわれた。さっきよりも劣情を大量に滴らせ、脈打つたびに動いている。

「あっ、あ……」

「はぁっ……気持ちいいよ、彩葉。いじめたくなる」

　穂先だけを私の入口に埋め、泡立った白蜜を潤滑油に恥裂を行き来しはじめた。劣情や興奮が混ざり合う。

「やっ、あっ！　んああっ」

　不意を突いて蕾を指先で摘ままれて、狂ったような嬌声を上げてしまった。

　このままで終わりなんて望んでいない。彼が欲しい。奥まで挿れて、掻き乱してほしい。

「あっ、ああっ……。久遠さん、おかしくなっちゃう」

「一緒に壊れよう」

「やあぁっ!!」

「欲しくてもう止められない」

　屹立がずぶりと最奥へ潜っていった。強引に切り拓いて、遠慮なく穿たれていく一部始終を見せられたせいで、恥辱と快感が押し寄せる。

　視線を上げれば、私を見つめる獣のような眼差しがあった。

「ねぇ、彩葉に連絡を無視されてる間、俺がどれだけ寂しい想いをしてたと思う？」

「だって、それは久遠さんがっ……ああっ!!」

　引き抜かれる快感に喘ぐと、また挿し込まれる。なにをされても快感に抗えなくて、息を乱す。まともに話せなくなってきた。

「そうだね、俺のせいだよ。でも、一日も早く彩葉の気持ちを取り戻して、ずっとこうしたかったんだ。だから、今夜はいっぱいイかせてあげる。俺の気が済むまで愛させて」

　自分のせいだと認めながらも、私が拒絶して一方的に別れを決めたことを、彼は未だに不服に思っているようだ。それをセックスでぶつけてくる彼はもう止められないと覚悟した。

「あっ、あっ……ん、やあぁっ!!」

　キスの嵐とリズミカルな律動に操られ、早々に三度目の絶頂へ飛び立つ。

　彼は力の失せた私の身体を抱えて、座位に体勢を変えた。

　容赦ない深い抽送で抉られる隘路からは愛蜜が垂れ、内腿と彼の熱杭を伝う。

「彩葉は優しくされるより、激しいのがいいんだよな？」

「やっ、そ、そんなこと、ないっ……」

「あ、ナカがすごい締まった」

　絶頂を仕組んだ張本人に意地悪な言葉でも責められ、さらに昂る。彼と出会って引き出された夜の私の本性なのだろう。

「彩葉、キスして」

　熱い楔で思考が蕩けていく。うまく頭が回らない。ただ今は、彼に応えなくてはと唇を重ね、吐息までもひとつにして、言いなりになる快感を貪りたい。

「久遠、さんっ、あっ、はぁっ……ああっ!!」

　彼が私の尻臀を掴む。ひどく激しい突き上げに耐えられず胸を反らせば、舌で乳先が弄られる。

「すごくいいよ。彩葉のナカ、絡まってくる……」

　さらに太さを増した彼の淫茎は、今にも爆ぜそうだ。その猛火の熱で私の身体が溶かされていく。

　だけど、久遠さんはまだまだ余裕綽々。時折、眉間に皺を寄せたり、吐息を漏らしたりはしているけれど、速い律動は変わらない。

　執拗に最奥を抉られ、双丘は弾み、決壊した河口から噴き出る快液で二人がはしたなく濡れそぼる。

「あっ、やっ……ああっ」

　甘ったるく声を上げつつ、たくましい腕や肩に縋るように掴まって絶頂に抗う。

　しかし、胸の飾りをきつく吸われた瞬間、抵抗むなしくも快感が脳天まで突き抜けた。

　腰が砕けて、ベッドにぐったりと横たわる。彼のなすがままに熱杭がまた入ってきた。

「彩葉、今夜はずっと愛し合いたい。朝までこのまま繋がっていよう」

「うん……もっと、ずっと」

　キスの嵐に、身を投じる。

　久遠さんに愛され、彼のすべてを愛し、互いの熱に溶けていく。セックスに没頭するこのひとときが、永遠に続けばいいと思う。

　ここがどこで、今日がいつで何曜日だとか、明日動ける体力は残したいとか、だんだん現実的なことがどうでもよくなってきた。沸騰する思考回路がショートしそうだ。

　たわわな双丘が彼の手の形に歪む。勃ちあがったままの乳先に彼の吐息がかかるだけで感じる。肌と肌が重なって、抱き合っているだけで気持ちいい。

「彩葉ってこんなにエッチだったっけ？」

「んっ、あっ……違う、のっ……」

「違わないでしょ？　あぁ、こっちを放っておいたからいじけてるのか」

「あっ、やぁっ!!」

　すっかり硬くなった花芯を指の腹で潰され、捏ねられ、逃げられない快感に身を捩る。

　彼の熱杭に痙攣した媚肉がまとわりつき、求め合う身体を狂ったように揺らす。

　久遠さんにも、もっと欲してほしい。私がいないとダメだって、私以外の誰も愛せないって誓うような、そんな劣情を浴びせてほしい。

　私は彼を、彼は私を想って愛し合う幸せは、二度と手放さないと心に誓った。

　乳先を吸われながら花芯を愛でられ、隈なく嬲られ続ける狭隘が収縮し、いよいよその時が迫りくる。

「はぁっ……あっ、久遠さっ……んあっあぁっ、あああっ!!」

　すべての愛液が噴きだしたのではないかと思うほど、快感が堰を切る。全身が激しく痙攣して止まらない。肩で身体を支えるほど背中がしなり、久遠さんを受け入れたままで腰をくねらせる。

「彩葉、彩葉っ……！」

　久遠さんが欲を吐きだした化身を挿れたまま律動し続ける。甘美な揺らぎに身を委ね、私の意識は純白の中へ消えていった。




　――温もりと焦れるような快感で目が覚めた。

「起きた？」

「っ、久遠さん!?」

　久遠さんが私の上にいる。仰向けで横たわる私も、覆い被さっている彼も裸のままだ。

　たわわな双丘を揉みしだいている彼は、木苺のような粒を気まぐれに摘んで転がし、柔肌に吸い付いて無数の花びらを散らしている。

　いったいいつからこうしていたのかと思うほどの数に絶句しつつも、コンプレックスだった大きな胸に花冠が乗せられているようで、少し綺麗だとも思った。

「まだ愛し足りないから、起きるまで待つつもりでいたけど、やっぱり待ちきれなくて」

「えっ、んっあぁ……」

　おもむろに蜜壺に指が滑り込んできた。容易く飲み込むその中を撹拌して引き抜き、まとわりついた濡れ蜜を見せつける。

「やっぱり濡れてたね」

　卑猥な艶めく指を、真っ赤な舌で舐める彼の妖しさに見惚れてしまう。暗闇に慣れている視界で、彼だけがひと際美しく見えた。

「あっ……やぁっ！」

　指で満たされた狭隘の襞が探られる。水音がすぐに濁り、粘着質なものに変わって寝室にこだまする。久遠さんはするりと私の蜜壺に顔を寄せ、舌撫を始めた。

「んっ、久遠、さんっ……そればっかりしないで」

「俺は、一日中舐めていたいけどね。彩葉が蕩けてくたくたになるのが見たい」

「っ……変態っ！」

「なんとでも」

　くすっと笑うその吐息がかかってくすぐったい。身を捩れば、彼は再び私に覆い被さってきた。

「ごめんね、彩葉。君を抱くと、俺はどうしても少し狂ってしまうみたいだ」

　彼は尽きることのない精を放とうと、劣情を蜜壺に突き刺して再び律動を始めた。




　――まぶたの裏に明るさが戻り、おもむろに目を開けた。

　行為に没頭しているうちに気を失ったのか、それとも彼が果てるまで起きていられたのか、記憶の順が乱れていて分からない。いつの間にか朝を迎えていて、隣には規則正しい寝息を立てている久遠さんがいる。

　カーテンを開け放たれた窓の向こうに見える早朝の街は、まだ眠っているようだ。

　お互いにひたすら愛を貪るように抱き合ったせいで、酷く気怠い。身体をゆっくり起こそうとしたけれど、足腰が立たないし、喉も乾いて焼けたようにヒリヒリする。

　ベッドの周りには、昨夜着ていた二人の衣服が散らばっている。彼のワイシャツは抜け殻のようだし、私が穿いていたストッキングは昨日までの私のよう。しなびて床に倒れているそれを一瞥して、隣に眠る久遠さんの髪を撫でた。

　断片的な昨夜の記憶も所々ではとても鮮明で、思い出して頬が火照りだす。

　数回の絶頂の後、気をやって眠ってしまったこと。

　眠る私の胸に彼が残した花びらを改めて眺めると、予想以上の数が散っている。双丘が花畑に見えるほどだ。

　その後再び愛し合う途中、口での愛撫を求められて、初めて久遠さんの熱杭を口に含んだ。自分の行為で感じてくれている彼は少し弱っているようにも見えて、かわいいと思えた。だけど、灼熱の白濁を肌に浴びたら、彼の瞳が征服欲で滾るようだった。

　私のすべてを独占してほしい。彼と、人生を捧げて愛を燃やして生きたい。そう思える夜だった。

「久遠さん、愛してます」

　頬の温もりと乱れた髪に触れたら愛しさが募り、そっと額にキスをした。

　二時間ほど経った頃、彼も目を覚ましたのでブランチを済ませた。週末の昼を一緒に過ごせるのが夢のようだ。

　どこかに出かけるでもなく、今日は二人きりで過ごすことになった。ここにいれば邪魔が入らないからというのが理由らしいけれど、さっきからずっとソファで抱きしめられたまま。

「久遠さん、ずっとこうしてなくても、私はどこにも行かないのに」

「……二度と離れたくないんだ」

　私の背中を包むようにして後ろに座っている彼が、肩に顔を乗せてきた。

　甘えられるのが嬉しくて、髪を撫でる。すると、首筋に擦りついてきて、なんだか猫みたい。

　こんなふうに穏やかな時間の中にいると、昨夜までの切ない日々が幻のようにも感じる。

　爽やかな秋空を羽ばたいていく鳥たちだけは、私たちの昨夜を知っているかもしれない。




　――もう少しで冬本番を迎える霜月の夜。

　久遠さんの自宅で暮らすようになって一カ月が経った。

　彼との関係は仕事にも好影響を与えてくれて、お客様からの反応も上々だ。

　再会した春の頃は、ふしだらな私がこの仕事に就いていていいのかと悩んだこともあったけれど、今となっては京都の一夜は素敵な出会いの夜に変わっている。

　久遠さんに深く愛され、陶酔し、永遠の愛を誓い合う日々は充実感でいっぱいだ。一度は諦めた結婚も、最近は現実的になってきた。

　そのせいか、お客様への提案も多種多様になり、素敵な挙式の思い出を重視するばかりではなく、ご家族や出席者の間でも一生語り継がれるような最高の一日のお手伝いを続けていきたいと心新たに向き合っている。

　この前はブライダル情報誌に担当した夫婦が掲載され、そのコーディネートの問い合わせが数十件入った。お子様を連れての挙式は、入籍から三年でようやく叶ったものだったので、お子様のコーディネートも経験できて糧になったし、反響がもらえるのは嬉しいものだ。

　どんな出会いをして恋に落ち、ふたりで日々を紡いで、結婚の決意をしたのか。お客様から話を聞かせていただくのが、最近の楽しみになっている。

　時々、私の恋人について聞かれることがあるけれど、堂々と「旅行先で偶然出会った相手なんです」と言えるようになった。

　マネージャーと瑞穂さんにだけは、久遠さんとのことを明かしている。マネージャーはなんとなく近しい関係だと勘付いていたらしく、あまり驚かれなかった。

　瑞穂さんにはランチタイムに固く口止めをした上で打ち明けたけれど、地球がひっくり返るのではないかと思うほど驚かれた。

　だけど、瑞穂さんは彼に特別な興味があったわけではなく、三拍子以上揃った滅多にいない彼を目の保養にしていただけだった。もしかしたら、彼女が片思いをしていたらと気にかけていたので、心底安堵したのを覚えている。

　今夜も仕事から帰って、冷蔵庫にある食材で夕食を作る。二人の食卓はとても楽しくて、料理中から鼻歌を歌ってしまうくらい幸せだ。

　彼は、私も働いているのだから無理をしなくていいと言うけれど、会食がない夜くらいは一緒に過ごしたいし、心を込めた温かい料理で日々の疲れを少しでも癒やしてあげたいと思う。

　今夜はとても冷えるので、寄せ鍋と大根のナムル、蓮根の挟み焼き。久遠さんの好物は肉料理だけど、そればかりでは偏ってしまうし、今日のランチはステーキを食べたと聞いたので、野菜中心の献立だ。

「ただいま」

「おかえりなさーい！」

　玄関から帰宅を告げる彼の声がして、ＩＨクッキングヒーターを止めてから、小走りで向かう。

　トレンチコートを羽織ったスーツ姿の彼に見惚れつつ、その胸に飛び込んだ。

　おかえりのキスが呼び水になってしまうこともあるけれど、今夜は唇を重ねるだけのくちづけだ。

「なんかいい匂いがする。出汁の匂いかな」

「今夜は寄せ鍋です」

「おっ、ヘルシーでいいね。作ってくれてありがとう」

　この時間が、とにかく幸せだ。

　リビングに入って話せばいいと分かっていても、どうしても彼に触れたい衝動に駆られるのだ。一日仕事を頑張ってきた彼が無事に帰宅したことに安堵し、なにげない日々の小さな幸せが積み重なっていく。

「今日は彩葉にプレゼントがあるんだ」

「わぁ、なんだろう。楽しみです！」

「先に食事にしよう」

「はい」

　髪を撫でられてうっとりする。大きくて優しい手の重さと温もりは、いつだって私をほっとさせてくれるのだ。




　食後、彼は書斎から小さな箱と大きな袋を一つずつ持ってきた。ソファに座って待つ私の前に並べると、袋の方から先に手渡した。

「前に、海外出張先で買ったものなんだ」

「出張で？　あれから結構時間が経っているのに、どうして今なんですか？」

「それは、見てくれたら分かるよ。気に入ってもらえるといいな」

　黒い箱を開けると、布の袋に包まれた白いパンプスがあった。ウェディングドレスに似合いそうな佇まいで、汚れのない美しさは清らかだ。

「それから、これも。大したものじゃないんだけど、俺の気持ちが詰まってるから受け取ってほしいんだ」

　小さくて青い箱は、単行本ほどのサイズであまり重さはない。蓋を取ると、ポストカードやプリントされた写真がたくさん入っていた。

　一枚ずつ手に取ると、どのポストカードにもメッセージが残されている。

「いつか彩葉とこの景色が見られることを願って。ニューヨークにて」

「君が願うことを叶えるよ。それが俺の幸せだから。ロンドンにて」

「プレゼント、気に入ってくれるといいな。いつか、この靴を履いた君をバージンロードで迎えることを願って。彩葉、君のことばかり考えているのは幸せなはずなのに、切なくてたまらない。この想いがもう一度届きますように。パリにて」

　世界中のどこにいても、久遠さんは私を想い続けてくれていた。彼の想いに改めて触れ、目頭が熱くなる。

　手元のポストカードや写真に視線を落としていると、彼はひざまずいた。

　その手には、プラチナの台座に透き通った輝きを放つ宝石がついた、美しい指輪がある。

「彩葉、結婚してください」

　もう迷いはない。

　もし、いつか彼の頬に悲しみの涙が伝うことがあったなら、隣で寄り添ってあげたい。

　いつか乗り越えられないほどの大きく高い壁が立ち塞がったとしても、手を取り合って乗り越えていきたい。

　そのすべてが、私の幸せになると確信している。この想いがあれば、きっと彼のことも幸せにしてあげられるだろう。

「……はい。久遠さんと幸せになります」

　誓いが、左の薬指を通っていく。

　一度は諦めた彼との未来がここにある。これからもずっと、未来永劫変わることのない幸せをキスで誓い合った。

「近々、彩葉の実家に挨拶に行かないとね」

「ふふっ、そうですね。私も、久遠さんのご実家に行かなくちゃ」

　ソファに座り直した彼は、私を抱きしめる。

「んっ……」

　不意に耳に唇が寄せられ、甘い声を零してしまった。

　このままでは、また立てなくなるほど愛される予感がして、彼の胸をそっと押し込む。

「どうしたの？」

「……エッチなこと、しようとしてませんか？」

「してるけど？」

「だ、ダメですっ！」

　そう言わずに、と久遠さんは遠慮なく私の唇を奪いながら、ソファに押し倒した。

　ニットの裾からするすると忍び込んできた彼の手が双丘に触れる。

「本音を言うと、明日にでも籍を入れたいくらいだよ。早く子どもを作りたいし」

「挨拶が先です……。やっ、あぁっ」

「俺たちの恋に、順序なんてないと思わない？」

　そう言って、久遠さんは私を横抱きにしてリビングを出ると、寝室へ連れ込んだ。




　彼の熱い精をたっぷりと浴びせられた深夜、愛を持ち寄ったベッドの中で抱き合ってはキスをする。

　汗ばんだ額にかかる髪を、久遠さんは指で丁寧に払ってくれた。

　見つめ合ってはキスをして、微笑み合う。言葉は無くとも愛に満ちたこの時間が、私の自信になっていく。

「久遠さん」

「彩葉」

　同時に話しかけてしまって、また笑みを交わす。

「なあに？　久遠さん」

「出会ってくれてありがとう。彩葉を愛せて、俺は世界一の幸せ者だと思うよ」

「私も、久遠さんに愛されて幸せです。今までも、これからもずっと」

　指を絡めて繋いだ手のひらの中に、二人の愛を包み込んだ。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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